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❶
「
人
口
減
少
・

 

　少
子
化
を
克
服
す
る
」

　人
口
減
少
・
少
子
化
を
克
服

す
る
た
め
３
つ
の
施
策
を
実
施

し
ま
す
。

①
教
育
環
境
の
充
実

　大
野
原
小
学
校
の
ト
イ
レ
や

普
通
教
室
の
大
規
模
改
修
、
高

室
小
学
校
の
大
規
模
改
修
を
実

施
し
教
育
施
設
を
充
実
し
ま
す
。

　「
子
ど
も
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
を
豊
か
に
し
ま
す
。

　特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
や
、
一
ノ
谷
小
学
校
区
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

②
多
様
な
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

　就
学
前
の
子
ど
も
が
２
人
以

上
い
る
世
帯
の
第
２
子
以
降
の

保
育
料
の
無
料
化
や
、
中
学
卒

業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
を
継
続
し
て
行
い

ま
す
。

③
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り

と
地
域
間
連
携

を
基
本
目
標
に
、「
観
音
寺
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
「
ひ
と
が

元
気
、
ま
ち
が
元
気
、
や
さ
し

さ
と
元
気
印
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
ま
す
。

　就
学
前
児
１
人
当
た
り
７
千

円
の
元
気
地
域
商
品
券
を
支
給

し
、
多
様
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

③
母
子
保
健
と
医
療
の
充
実

　妊
婦
や
乳
児
の
健
康
診
査
費

用
を
引
き
続
き
助
成
す
る
と
と

も
に
、
生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳

児
が
い
る
世
帯
を
訪
問
し
、
相

談
や
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
「
人
が
集
ま
る
ま
ち
を

　
　
　
　
　

 

再
興
す
る
」

　人
が
集
ま
る
ま
ち
を
再
興
す

る
た
め
、
７
つ
の
施
策
を
実
施

し
ま
す
。

①
災
害
に
強
い
公
共
施
設

の
整
備

　免
震
構
造
で
、
災
害
時
に
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
あ
る

市
役
所
新
庁
舎
を
５
月
７
日
（
木
）

に
開
庁
し
、
敷
地
内
に
６０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
容
量
を
持
つ
飲
料

水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備

し
ま
す
。

　室
本
港
で
は
、
防
潮
壁
と
排

水
施
設
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　公
共
下
水
道
事
業
は
、
下
水

道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
ポ

ン
プ
場
や
処
理
場
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

②
減
災
対
策
の
充
実

　耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ

き
、
民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
を
補
助
す
る
の
に
加

え
、
新
た
に
、
耐
震
改
修
に
伴

う
一
連
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
に

対
し
て
も
補
助
し
ま
す
。

　地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か

ら
居
住
者
の
生
命
を
守
る
た
め
、

転
倒
防
止
金
具
の
設
置
と
併
せ

た
家
庭
用
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　自
主
防
災
組
織
へ
の
防
災
資

機
材
の
配
布
や
、
防
災
士
の
資

格
取
得
へ
の
支
援
、
小
学
校
区

で
行
う
防
災
訓
練
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
の
中
継
局
と
拡
声
子
局
を

平
成
２８
年
度
の
本
格
運
用
に
向

け
て
整
備
し
ま
す
。

　こ
と
し
は
、
合
併
１０
周
年
の

節
目
の
年
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
「
行
政
と
は
究
極
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
」
と
い

う
理
念
の
も
と
に
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、

①
地
方
の
雇
用
創
出

②
地
方
へ
の
人
の
流
れ

　３
月
定
例
市
議
会
の

冒
頭
に
、
白
川
晴
司
市

長
が
施
政
方
針
を
表
明

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
市
政
運
営
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
要
約
し
て
紹
介

し
ま
す
。

市

長

施

政

方

針

　
　
　ひ
と
が
元
気
、
ま
ち
が
元
気
、

　
　
　
　
　や
さ
し
さ
と
元
気
印
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
進
め
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
と
し
て
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

基
本
的
な
考
え
方

平
成
２７
年
度

重

点

課

題

▲保育まつり
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③
消
防
・
救
急
医
療
体
制

の
充
実

　五
郷
分
団
屯
所
の
建
設
と
粟

井
分
団
屯
所
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　伊
吹
地
区
で
は
、
伊
吹
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
と
防
災
ヘ
リ
ポ

ー
ト
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

④
交
通
安
全
・
防
犯
対
策

の
強
化

　青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を

利
用
し
た
見
守
り
活
動
は
、
平

成
２６
年
度
の
豊
浜
小
学
校
区
に

続
き
、
大
野
原
小
学
校
区
と
一

ノ
谷
小
学
校
区
で
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　交
通
安
全
活
動
や
消
費
者
相

談
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
り
ま

す
。

⑤
に
ぎ
わ
い
の
創
出

　新
市
民
会
館
の
建
設
を
平
成

２９
年
４
月
の
開
館
を
目
指
し
て

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
開

館
記
念
事
業
な
ど
の
計
画
と
会

館
の
運
営
管
理
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

　都
市
計
画
道
路
中
央
七
間
橋

線
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

　商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

支
援
し
、
観
音
寺
市
元
気
地
域

商
品
券
の
発
行
に
対
し
て
も
補

助
を
行
い
ま
す
。

⑥
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出

　中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
に
、

中
小
企
業
振
興
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　４５
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
や

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業

法
人
に
対
し
て
支
援
を
し
ま
す
。

　超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
は
、
本
年
秋
の
供
用
開
始

を
目
指
し
ま
す
。

⑦
地
域
資
源
を
生
か
し
た

交
流
・
観
光
の
振
興

　瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

６
の
開
催
に
向
け
て
継
続
的
に

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。　外

国
人
向
け
の
観
光
看
板
を

整
備
す
る
ほ
か
、
本
市
の
特
色

あ
る
観
光
情
報
を
広
く
発
信
し

ま
す
。

　四
国
ま
ん
な
か
地
域
の
振
興

を
図
る
市
民
交
流
事
業
な
ど
を

行
い
、
圏
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　９
回
目
の
日
本
学
生
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
選
手
権
観
音
寺
大
会

を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

地
域
の
交
流
を
深
め
、
本
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

❸
「
市
民
の
力
を
結
集
し

定
住
人
口
を
増
加
す
る
」

　市
民
の
力
を
結
集
し
定
住
人

口
を
増
加
す
る
た
め
４
つ
の
施

策
を
実
施
し
ま
す
。

①
市
民
と
市
の
一
体
化

　自
治
公
民
館
の
新
築
や
増
改

築
等
に
要
し
た
経
費
を
補
助
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

し
ま
す
。

②
新
し
い
公
共
の
育
成
と

仕
組
み
づ
く
り

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
行
う
、
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
自
主
的
な
活
動
を

支
援
し
、
市
民
の
参
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
総
合
的
な
支
援
体
制
の

確
立

　障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
療
育
訪
問
等
を
支
援
し

ま
す
。

　高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
開

催
を
支
援
し
ま
す
。

④
定
住
者
・
移
住
者
へ
の

支
援

　移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像

や
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

特
産
品
、
観
光
資
源
、
就
業
、

移
住
等
の
情
報
を
ま
と
め
て
都

市
圏
で
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
本
市
の

魅
力
を
広
く
周
知
し
、
交
流
人

口
と
定
住
人
口
の
増
加
に
努
め

ま
す
。

　空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
空
き

家
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
連
携
し

移
住
と
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
も
進
め
ま
す
。

▲青色防犯パトロール車

▲日本学生トライアスロン

▲各地区での防災訓練

▲シティプロモーション
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①
市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む

　地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　市
の
施
策
や
取
り
組
み
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
も
っ
と
分
か
り
や
す

い
も
の
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。　人

権
対
策
と
男
女
共
同
参
画

の
推
進
は
、
関
係
団
体
等
と
協

力
し
、
各
種
講
演
会
や
講
座
を

開
催
し
、
全
て
の
人
が
基
本
的

人
権
を
尊
重
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

②
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　震
災
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

確
保
す
る
た
め
、
坂
本
跨
線
橋

の
落
橋
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　災
害
時
に
必
要
な
非
常
用
備

蓄
物
資
は
、
計
画
的
な
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員

の
救
助
活
動
用
資
機
材
を
整
備

し
、
地
域
防
災
力
を
強
化
し
ま

す
。　伊

吹
航
路
は
、
新
船
建
造
の

具
体
的
手
法
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
観
音
寺
港
と
真
浦
港
に

設
置
す
る
浮
桟
橋
を
整
備
し
ま

す
。

③
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

　健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
就
学
前
児
童
の
保

護
者
に
対
す
る
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

　家
庭
児
童
相
談
室
で
、
児
童

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
、
問
題
解
決
に
つ
な
げ

ま
す
。

　ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支

援
も
行
い
ま
す
。

　高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
い
つ
ま

で
も
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　生
活
保
護
業
務
も
適
正
に
実

施
を
す
る
ほ
か
、
生
活
困
窮
者

な
ど
も
支
援
し
ま
す
。

④
人
と
文
化
が
輝
く

　生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

　各
分
野
で
活
躍
す
る
著
名
人

を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
育

み
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
る

よ
う
応
援
し
ま
す
。

　学
校
図
書
館
に
学
校
司
書
を

配
置
し
、
学
校
図
書
館
利
用
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　柞
田
、
一
ノ
谷
、
豊
田
の
３

幼
稚
園
を
統
合
す
る
南
部
地
区

幼
稚
園
は
、
平
成
３１
年
４
月
の

開
園
に
向
け
て
用
地
の
取
得
を

進
め
ま
す
。

総

合

振

興

計

画

に

　
　
　基
づ
く
事
業

▲老人スポーツ大会

▲地域子育て支援センター タマネギの収穫
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⑤
海
・
山
・
川
の
自
然
輝
く

　快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

　公
共
下
水
道
、
浄
化
槽
、
集

落
排
水
な
ど
生
活
排
水
処
理
施

設
の
全
体
的
計
画
で
あ
る
未
普

及
解
消
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
す
。

　家
庭
排
出
水
の
水
質
向
上
対

策
と
し
て
、
く
み
取
り
や
単
独

浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
転

換
す
る
費
用
を
上
乗
せ
て
支
援

し
ま
す
。

　４
月
か
ら
市
内
の
ご
み
分
別

排
出
や
収
集
方
法
の
統
一
と
、

委
託
事
業
者
に
よ
る
収
集
地
域

の
拡
大
に
併
せ
て
、
分
別
の
徹

底
と
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

　水
道
施
設
は
、
配
水
池
や
管

路
等
で
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
順
次
耐
震
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
ま
た
、
茂
木
・
一
の
宮
浄

水
場
の
老
朽
化
し
た
場
内
設
備

を
更
新
し
ま
す
。

　県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準

備
協
議
会
に
参
画
し
、
広
域
的

な
水
道
事
業
の
計
画
を
関
係
団

体
と
検
討
し
ま
す
。

⑥
豊
か
な
地
域
資
源
を
生

か
し
た
い
き
い
き
産
業

の
ま
ち
づ
く
り

　常
磐
地
区
の
排
水
路
の
整
備

を
行
い
、
浸
水
被
害
の
防
止
と

軽
減
を
図
り
ま
す
。
農
地
集
積

事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　花
稲
漁
港
に
加
え
て
、
箕
浦

漁
港
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
を
行
い
漁
業

活
動
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

伊
吹
漁
港
で
は
、
浮
体
式
物
揚

場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　ヒ
ラ
メ
、
車
エ
ビ
等
の
重
要

稚ち

仔し

を
放
流
し
、
瀬
戸
内
海
の

魚
種
の
保
護
育
成
を
行
い
ま
す
。

　中
小
企
業
者
が
、
金
融
機
関

か
ら
受
け
た
融
資
に
伴
う
利
子

の
一
部
を
補
助
し
、
商
工
業
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　観
光
を
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
一
つ
の
産
業
と
し
て
位

置
付
け
、
本
市
の
観
光
資
源
を

生
か
し
た
観
光
の
方
向
性
を
定

め
る
た
め
、
外
部
人
材
を
活
用

し
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま

す
。　本

市
の
西
の
玄
関
で
あ
る
道

の
駅
「
と
よ
は
ま
」
の
施
設
改

修
を
行
い
、
新
し
い
指
定
管
理

者
と
と
も
に
道
の
駅
の
機
能
を

向
上
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

ま
す
。

　以
上
が
、
平
成
２７
年
度
に
取

り
組
む
重
点
課
題
と
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
く
事
業
で
す
。

　こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る

に
は
、
人
的
資
源
と
持
続
可
能

な
行
財
政
基
盤
の
確
立
が
重
要

で
す
。

　ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
力

の
充
実
と
「
質
」
の
行
政
改
革

が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
行
政
改
革
の

担
い
手
と
い
う
意
識
を
強
く
持

ち
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
行
政
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
は
、
地
方
創
生

に
関
わ
る
各
種
の
施
策
が
動
き

出
し
ま
す
。
本
市
は
、
総
合
振

興
計
画
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、

国
に
先
ん
じ
て
人
口
減
少
や
、

少
子
高
齢
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
引
き
続
き
本
市
の
将
来

像
で
あ
る
「
市
民
が
主
役

　わ

た
し
の
ふ
る
さ
と

　か
ん
お
ん

じ

　～
人
・
文
化
・
自
然

　い

き
い
き
輝
く
元
気
都
市
～
」
を

目
指
し
て
、
こ
の
問
題
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　私
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行

政
が
緊
密
に
連
携
を
強
め
な
が

ら
、
同
じ
夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
挑
戦
す
れ
ば
、
夢
や
目
標
は

必
ず
実
現
す
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　平
成
２７
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
引
き
続
き
市
民
福
祉
を

充
実
さ
せ
た
市
政
の
推
進
に
誠

心
誠
意
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

終

わ

り

に

▲幼稚園児による稚仔放流

▲整備が進む伊吹漁港

▲山頂展望台からの寛永通宝
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企 画 課（２３−３９１７）
　行政改革推進室
　男女共同参画推進室
　地方創生総合戦略推進室
秘 書 課（２３−３９１５）
危 機 管 理 課（２３−３９４０）

総 務 課（２３−３９００）
税 務 課（２３−３９２２）

地 域 支 援 課（２３−３９４９）
市 民 課（２３−３９２４）
　燧望苑（６７−５６５０）
生 活 環 境 課（２５−２６９８）
　衛生センター（２３−１４３８）
人 権 課（２３−３９２８）
　人権教育室
　ふれあい文化センター（２４−４１１３）
大 野 原 支 所（５４−５７００）
豊 浜 支 所（５２−１２００）
伊 吹 支 所（２９−２１１１）

社 会 福 祉 課（２３−３９３０）
高 齢 介 護 課（２３−３９６８）
子育て支援課（２３−３９６２）
　各保育所
　保育所・幼稚園管理室（５７−５２２０）
健 康 増 進 課（２３−３９２７）
　保健センター（２３−３９６４）

農 林 水 産 課（５４−５７０１） ※
地 籍 調 査 課（２３−３９９１）
商 工 観 光 課（２３−３９３３）

建 設 課（５２−１２１０） ※
都 市 整 備 課（２３−３９１８）

監 理 課（２５−５２１２）
　お客さまセンター（２５−５２１１）
工 務 課（２５−５２４１）

下水道課（２５−６８９０）
　下水浄化センター（２５−６６１５）

会 計 課（２３−３９２３）

教 育 総 務 課 （５４−５７０７） ※
　学校等再編対策室

学 校 教 育 課 （５４−５７１０） ※
　教育センター （５４−９００３）
　幼　稚　園
　小　学　校
　中　学　校

文 化 振 興 課 （２３−３９４３）
　中 央 公 民 館 （２３−３９４４）
　　地 区 公 民 館
　図書館
　　中 央 図 書 館 （２３−３９６０）
　　大野原図書館 （５４−５７１５）
　　豊 浜 図 書 館 （５２−１２０６）
　市民会館開設準備室（２３−３９４３）

市民スポーツ課 （５４−５７１３） ※

学 校 給 食 課 （５７−６６６０）
　観音寺学校給食センター
　伊吹学校給食センター
　大野原学校給食センター
　豊浜学校給食調理場

少年育成センター （２５−４２５１）

４月１日から市の組織が変わります

※の電話番号は、新庁舎移転に

伴い５月７日から変更します。

注意してください。

企画課　☎２３−３９１７

組織再編の概要

■（　　）は各課直通電話番号

　市外局番は（０８７５）

○まち・ひと・しごと創生総合戦略を効果的かつ効率

的に推進していくために、企画課内に地方創生総合

戦略推進室を新設しました。

○新庁舎完成と新市民会館の建設工事の着手に伴い庁

舎等整備課を廃止しました。

○建築課を廃止し、建設課内に建築係を配置しました。

○水質管理業務の一元化や会計処理方法の

統一化を図るため、水道局と下水道課を

配置し、上下水道部を新設しました。

○生涯学習課を文化振興課に名称変更し、

図書館と市民会館開設準備室を新たに配

置しました。

教

育

部

水
道
局

政
策
部

経
済
部

建
設
部

総
務
部

市
民
部

健
康
福
祉
部

上
下
水
道
部

議会事務局 （２３−３９１３）

選挙管理委員会事務局（２３−３９４５）

監査委員事務局 （２３−３９４７）

農業委員会事務局 （５４−５７０６） ※

固定資産評価審査委員会（総務課内）

公平委員会 （総務課内）
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子ども・女性相談係を新設しました 新庁舎の案内

窓 口 の 変 更

　子育てやＤＶなどに関する家庭児童相談体制を強化するため、

子育て支援課内に子ども・女性相談係を新設しました。家庭で

の悩みを一人で抱え込まず、相談してみませんか？

　　　　　　　　　　　　　《相談窓口》

　　　　　　　　　　　　　社会福祉センター２階

　　　　　　　　　　　　　子育て支援課内　☎２３−３９５７

　市民と行政との協働の推進、地域活動の支援を

より一層拡充するため、市民部内に地域支援課を

新設しました。

　これまで市民課市民生活係が担当していた業務

のほか、空き家に関すること、地域サロンに関す

ることなど、地域生活に関連する業務を集約しま

した。地域支援課の主な業務は次のとおりです。

■地域支援課　☎２３−３９４９

○危険空き家、空き家バンクに関すること

○のりあいバスに関すること

○地域サロン活動支援に関すること

○自治会等市民組織に関すること

○ボランティア活動に関すること

○市民活動団体、ＮＰＯ法人等の支援　など

社会福祉センター１階

　福祉に関する市民需要の多様化や新しい

業務に対応するため、現在の社会福祉課を

社会福祉課と高齢介護課の２課に分けて配

置しました。それぞれの課の主な業務は次

のとおりです。

■社会福祉課　☎２３−３９３０

　○民生委員・児童委員に関すること

　○障がい者の福祉に関すること

　○生活保護に関すること

■高齢介護課　☎２３−３９６８

　○高齢者の福祉に関すること

　○介護保険に関すること

　○地域包括支援センターに関すること

地域支援課を新設しました 社会福祉課と高齢介護課を
配置しました

　５月７日に観音寺市役所は

現在の庁舎から新庁舎へ移転

します。新庁舎内の各課の配

置図と業務案内は、広報５月

号に掲載します。

業　　　務 変 更 前 変 更 後 電話番号

○空き家バンクの利用、登録 企 画 課 地 域 支 援 課
２３−３９４９

○地域サロン活動助成金の申請 社 会 福 祉 課 地 域 支 援 課

○新庁舎の建設、外構・駐車場の整備 庁舎等整備課 総 務 課 ２３−３９００

○市民会館の建設、運営 庁舎等整備課 文 化 振 興 課 ２３−３９４３

○チャイルドシート購入助成金の申請 市 民 課 子育て支援課
２３−３９６２

○放課後児童クラブの利用申請 生 涯 学 習 課 子育て支援課

○浄化槽設置補助金の申請 生 活 環 境 課 下 水 道 課 ２５−６８９０

○農業集落排水に関すること 農 林 水 産 課 下 水 道 課
（下水浄化センター）

２５−６６１５

市役所本庁舎１階
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耐震改修

耐震改修に要した費用　

２分の１補助【上限９０万円】

耐震改修工事に伴う　

　一連のリフォーム費用

５分の４補助【上限２０万円】

耐震改修工事を行うと

税の優遇措置もあります

耐震シェルター購入・設置等費用

５分の４補助【上限２０万円】

耐震シェルター

※ 他にも要件があります。事前に相談してください。

問い合わせ先　建設課建築係　☎５２−１２１１

　　　　　　　　　　　　　　☎２３−３９４２（新庁舎へ移転のため５月７日から）

※高さ１．５ｍ以上の家具の固定も必要です

あなたの住まいの

４月から補助を追加
○耐震シェルター等設置補助
○耐震改修に伴う一連のリフォーム費用補助

まずは窓口へ

９万円を限度に補助

１ 耐震診断を受けましょう

２ 倒壊する可能性がある、または倒壊する可能性が高いと判定が出たら

耐震化 を支援します！

要　件
・昭和５６年５月以前に着工された建物であること
・申請者が住み、持ち家であること
・市税の滞納がないこと　など　

◇委嘱期間　２年

　（委嘱の日から平成２９年３月末日まで）

◇応募資格

　本市に在住し、夜間の会議に出席できる２０歳以上の

人（本市議会議員と本市職員は除く）

◇応募期間　４月１日（水）～２０日（月）

　　　　　　（当日消印有効）

◇発　表　選考結果は、本人に通知

◇応募方法

　応募用紙に必要事項を記入し、下記へ提出（応募用

紙は、市ホームページまたは市役所総合案内所、各支

所、企画課にあります）

◇応募・問い合わせ先

　〒７６８−８６０１（住所記載不要）　　

　観音寺市政策部企画課企画調整係

　☎２３−３９１７　Ⓕ２３−３９２０

　Ⓔｋｉｋａｋｕｃｈｏｓｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

❶観音寺市まち・ひと・しごと
　　　　創生総合戦略推進会議委員

　本市におけるまち・ひと・しごと創生総合戦

略の策定と地方創生への取り組みを、一緒に考

えてくれる人を募集します。

　　◇募集人数　２人程度

❷第４期 観音寺市交流定住促進会議委員

　本市の交流人口の増加策や定住対策を、一緒

に考えてくれる人を募集します。（無報償）

　　◇募集人数　５人程度

募 集
します
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　４月から坂本町、昭和町、

柞田町の一部が処理区域にな

ります。処理区域になった地

域では、下水道法で３年以内

にくみ取り式トイレから水洗

トイレに改造することが義務

付けられています。家庭雑排

水や汚れた水をそのまま川や

海に流すと水質汚濁等の原因

にもなるため、早めに下水道

に接続してください。

　下水道は、私たちの健康で

快適な生活を支える重要な施

設です。ご理解とご協力をお

願いします。

処理区域の詳細は問い合

わせてください。

　下水道課　☎２５−６８９０

　市では、環境に優しい合併処理浄

化槽の設置を推進し、河川や水路な

どの水質改善を図るため設置補助を

しています。

補助金が受けられる人

○専用住宅の新築または増改築時に

設置する人

　（店舗併用住宅の住宅部分も対象）

○単独浄化槽やくみ取り便槽を合併浄化槽へ設置替えする

人については、設置補助①に撤去②および配管③の転換

補助を追加します。

　　詳しくは問い合わせてください。

補　助　基　準

補助限度額

公共下水道事業
認可区域外

公共下水道事業
認可区域内

①

５人槽 床面積が１４０㎡以下の場合 ３３２，０００円 １６６，０００円

６～７人槽 床面積が１４０㎡を超える場合 ４１４，０００円 ２０７，０００円

８～５０人槽
２世帯住宅に１０人槽以上の合併
槽を設置した場合

５４８，０００円 ２７４，０００円

② 転換撤去
合併槽への転換で、単独槽やく
み取り便槽の撤去が必要な場合

９０，０００円 ４５，０００円

③ 転換配管 合併槽への転換に伴う配管費 ９０，０００円 ４５，０００円

　４月１日から三観衛生組合の汚泥

受け入れが停止し、大野原、豊浜地

区のし尿・浄化槽汚泥は観音寺市衛

生センターで処理します。それに伴

い、衛生センター使用料（浄化槽汚

泥投入費）を一元化します。

　　　　　生活環境課衛生センター

　　　　　　　　　☎２３−１４３８

　４月１日から市内全域が悪臭防止

法の規定に基づく規制地域になりま

した。全ての工場や事業場での事業

活動に伴い発生する悪臭が対象です。

一般家庭や自動車、工事現場な

どから発生する悪臭は対象外、

既存の工場などは、１年間の猶

予期間があります。

　　　生活環境課　☎２５−２６９８

※今回の改正では、し尿収集

　手数料は変更しません。

使用料
（消費税は除く）

Ｈ２７年３月３１日まで １９．１円／１０㍑

Ｈ２７年４月１日から ２６．０円／１０㍑

Ｈ２８年４月１日から ３２．８円／１０㍑

下水道課　☎２５−６８９０

広がります　下水道の処理区域

合 併 浄 化 槽 設 置 の 補 助 制 度４月から改正します
衛生センター使用料

悪臭防止法に基づく
規制地域の指定

昭和町一丁目 坂本町五丁目

昭和町三丁目

柞田町黒渕

柞田町下出

柞田町下出

柞田町下出

注意

注意

注意
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開庁します（本庁のみ）
年度初めの日曜日

新庁舎見学会のご案内

　年度初めの日曜日に住民異動などの手

続きができるように、次の日曜日を開庁

します。

　　　　４月５日（日）

　　　　午前８時３０分～午後５時

　　　　　税務課☎２３−３９２２

　　　　　（市税の納付もできます）

　　　　　市民課☎２３−３９２４

　　　　　健康増進課☎２３−３９２７

国や県、他市町村への確認が必要な

業務などは、対応できない場合があ

ります。詳しくは、各担当課へ問い

合わせてください。

　５月７日（木）の新庁舎業務開始に先立ち、新庁舎の

見学会を開催します。

　　４月２９日（祝・水）午前１０時～午後３時

見学会は、予約不要です。どなたでも自由に見学

できますが、一部立ち入れない場所があります。

　　　　　　総務課　☎２３−３９００

開庁日時

実施する課

問い合わせ先

注意

日時
注意

　市のシンボル銭形砂絵「寛永通宝」の中に

入り、砂ざらえを体験しませんか。スコップ

などの道具は貸し出します。

　当日は参加者に抹茶のお接待があります。

　　４月２９日（祝・水）

　　午前８時３０分受付開始

　　　　　　商工観光課 ☎２３−３９３３問い合わせ先

日時

春季銭形砂ざらえ

　市内では珍しい

春のちょうさ祭り

が開催されます。

　けんらん豪華な

ちょうさが桜の咲く参道を練り歩きます。

　ぜひ見に来てください。

　　４月１２日（日）　午前１０時４０分から

　　高屋神社

　　　　　　商工観光課☎２３−３９３３問い合わせ先

日時

場所

高屋神社大祭

　昔ながらの伝統漁法の地引網が無料で体験

できます。魚がたくさん捕れた場合は、持ち

帰りができます。

５月３日（祝・日）午後４時受付開始

午後４時３０分～午後６時頃

花稲海岸

先着１００人

（定員になり次第

締め切ります）

　　４月３日（金）

～２０日（月）

団体申込は不可

小・中・高校生は保護者同伴

花稲地区地曳網実行委員会

観音寺市地域振興イベント推進協議会事務局

（商工観光課内）☎２３−３９３３

申し込み・問い合わせ先

日時

場所

人数

申込期間

主催

花稲海岸　地引網日和

　雲辺寺の麓に造られた

段々畑。時代により変化

する石積みや水が流れる

ように工夫された水路な

どを巡りながら里山を歩

きます。

４月２６日（日）

午前９時３０分～

午後１時（雨天決行）

五郷活性化センター集合

１，０００円（昼食付き）

観音寺市観光協会　☎２４−２１５０

申し込み・問い合わせ先

日時

場所

料金

「石積み文化を巡る」
まち歩き参加者募集
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助成します

案 件 名
観音寺市公共施設等
総合管理計画（案）

公募期間 ４月１４日（火）～５月１３日（水）

提出方法

指定の意見書に必要事項を明記の上、

下記へ郵送またはＦＡＸ、電子メール、

持参により提出（郵送の場合は、当日

消印有効）

提 出 先

〒７６８−８６０１（住所記載不要）

観音寺市政策部企画課行政改革推進室

ＦＡＸ　０８７５−２３−３９２０

Ｅメール　ｇｙｏｕｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

資　　料

設置場所

企画課、市役所総合案内所、各支所、

市ホームページ

問い合わせ先 企画課　☎２３−３９１７

注意：電話や口頭、匿名での意見は不可

パブリック・コメントを
　　募集します 高齢者が居住する住宅の

改修に要する費用
　高齢者の転倒防止などの介護予防や在宅生活の継

続向上を目的に、住宅の改修に要する費用を助成し

ます。

対象者

　市内に住所があり、生活機能全般や運動機能の低

下が認められる次の①または②の世帯

①７５歳以上の一人暮らし世帯

②７５歳以上の高齢者が属する高齢者のみの世帯

対象外

・世帯員のうち介護保険法に規定する要介護認定に

おいて要支援・要介護と判定された人がいる世帯

・住宅改修に係る公的助成を他にも受けている世帯

内容

　手すりの取り付け、床段差の解消、滑り防止や移

動の円滑化等を図るため床や通路面の材料の変更

助成額

　住宅改修費の９割（助成限度額は４万５千円、限

度額を超えた分は自己負担）

申し込み・問い合わせ先

高齢介護課高齢者福祉係　☎２３−３９６８

　市民が参画するまちづくりを進めるために、ボランティア団体やＮＰＯ法人が

行う、地域の課題を解決するための自主的な活動を支援します

対象事業

平成２８年２月末日までに完了する公益的事業

○高齢者の福祉を増進する活動

○子どもたちを健やかに育てるための活動

○自然環境を守り育てる活動

○地域の文化を守り育てる活動

○交流人口や定住人口の増加につながる活動

○その他地域を良くしていこうとする活動や組

織の育成　など

※他の制度で補助金を受けている、または受け

る予定の事業は対象外

対象団体（次の要件を全て満たす団体）
○構成員が１０人以上　　○利益を目的にしない

○市内に活動拠点がある

○会則等に基づき、地域に根ざした活動を継続

して市内で行っている

○政治活動や宗教活動を目的にしない

助成額

　補助対象経費の５０％

　（上限２０万円）

審査方法

　書類とプレゼンテーションにより活動の公益性や

継続性などを審査し、助成団体を決定します。

受付期間

　４月１日（水）～１７日（金）

　午前８時３０分～午後５時（土・日曜日を除く）

注意

　申請を希望する団体は、事前に相談してください。

問い合わせ先

　地域支援課市民協働係☎２３−３９４９

平成２７年度市民団体等活動促進事業

ボランティア団体を応援します
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●投票できる人

　平成７年４月１３日以前に生まれた日本国民で、

平成２７年１月２日以前から本市の住民基本台帳に

記録されていて、引き続き市内に住んでいる人で、

選挙権を停止されていない人。

●転入・転出をした人

　１月３日以降に県内の他の市町から観音寺市に

転入した人や、香川県内の他の市町に転出した人

は、各市町の市民課で「引き続き住所を有する旨

の証明書」（無料）を交付してもらい、選挙人名簿

の登録地の市町での投票か、選挙人名簿の登録地

以外の市町での不在者投票ができます。

※証明書の交付を受けるときは、免許証等の本人

確認ができるものを持参してください。

●投票所入場券

　入場券は世帯ごとに郵送します。必ず自分の入

場券を持って投票所に行ってください。入場券が

届かないときや、紛失したときは投票所で係員に

申し出てください。本人が確認でき選挙人名簿に

登録されていれば投票できます。

　携帯電話やパソコンなどで事前登録をしておくと、

気象台が発表する気象情報（気象警報や注意報、土砂

災害警戒情報など）や市が発令する避難

情報（避難勧告など）がメール配信され

ます。登録をして、いつ起こるか分から

ない災害に備えてください。　

　ｈｔｔｐ：／／ｉｎｆｏ．ｂｏｕｓａｉ−ｋａｇａｗａ．ｊｐ／

①　上記ＵＲＬへ接続し、登録（変更、解除）を選択

②　メール画面が表示されたら空メールを送信

③　返信されるメールの案内に従って登録

　　ドメイン指定受信を行っている場合は

　　「ｂｏｕｓａｉ−ｋａｇａｗａ．ｊｐ」を追加してください。

　　　　　　危機管理課　☎２３−３９４０

４月６日（月）～１５日（水）

「新入学（園）児の交通事故」の防止

１　新入学（園）児や保護者などの交通安

全意識を徐々に根付かせる

２　全ての座席のシートベルトと、チャイ

ルドシートの正しい着用の徹底

３　通学（園）路における交通安全の確保

　　●「さぬ○きとまろう運動」で、

　　　　　　　信号は○きいろでとまろう

※投票所入場券は、４月３日（金）に発送する予定です。

●期日前投票

　投票日に用事などで投票所に行けない人は、期日前

でも投票ができます。

　期　間　４月４日（土）～１１日（土）

　　　　　（土・日曜日も実施）

　時　間　午前８時３０分～午後８時

　場　所　観音寺共同福祉施設１階　展示ホール

　　※できるだけ入場券を持参してください。

●不在者投票

　仕事や旅行で選挙期間中に投票所に行けない人は、

滞在先の最寄りの選挙管理委員会で不在者投票ができ

ます。観音寺市選挙管理委員会に、投票用紙等請求書

兼宣誓書を提出し、投票用紙を請求してください。

　また、指定病院や施設等に入院、入所している人な

どは、その施設内で不在者投票ができます。

選挙管理委員会事務局　　☎２３−３９４５

「その一票　香川の未来を　あなたが決める」

投票時間　午前７時～午後８時
　　　　　（伊吹町　午前７時～午後７時）
開　　票　午後９時～　大野原会館アリーナ

災害時に備え
防災情報メールの登録を！ 新入学（園）児の交通安全活動

今回の選挙は県政を託す大切な選挙です。棄権しないで、積極的に投票しましょう。

香川県議会議員選挙
投票日　４月１２日（日）

市内の交通事故２月分
発生件数 ４３件（３３件）

死者数 　１人（　０人）

負傷者数 ４８人（３８人）

　　　　　　　（　）内は昨年

登録方法

注意

問い合わせ先

ＱＲコード
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４月から介護保険制度が変わります
平成２７年４月以降の制度改正で

「高齢者が住み慣れた地域で生活を続けるためのサービスの充実」と

「制度を維持していくための費用負担の公平化」などを図ります　　

　平成２７年度から平成２９年度までの３年間に提供される介

護サービス費用見込額の２２パーセントを、市内の６５歳以上

の人で賄えるように、介護保険料を設定しました。

所得段階 対　象　者 保険料（年額）

第１段階

生活保護受給者、老齢福祉

年金受給者で、世帯全員が

住民税非課税の人

２７，０００円世帯全員が住民税非課税で、

本人の前年の合計所得金額

と課税年金収入額の合計が

８０万円以下の人

第２段階

世帯全員が住民税非課税で、

本人の前年の合計所得金額

と課税年金収入額の合計が

８０万円を超え１２０万円以下

の人

３９，０００円

第３段階

世帯全員が住民税非課税で、

本人の前年の合計所得金額

と課税年金収入額の合計が

１２０万円を超える人

４５，０００円

第４段階

本人は住民税非課税である

が、同じ世帯に住民税課税

者がいる人で、本人の前年

の合計所得金額と課税年金

収入額の合計が８０万円以下

の人

５４，０００円

第５段階

本人は住民税非課税である

が、同じ世帯に住民税課税

者がいる人で、本人の前年

の合計所得金額と課税年金

収入額の合計が８０万円を超

える人

６０，０００円

第６段階
本人が住民税課税で、前年

の合計所得金額が１２０万円

未満の人

７２，０００円

第７段階
本人が住民税課税で、前年

の合計所得金額が１２０万円

以上１９０万円未満の人

７８，０００円

第８段階
本人が住民税課税で、前年

の合計所得金額が１９０万円

以上２９０万円未満の人

９０，０００円

第９段階
本人が住民税課税で、前年

の合計所得金額が２９０万円

以上の人

１０２，０００円

問い合わせ先

　高齢介護課介護保険係（介護保険制度）

　　　　　　　　　　　　☎２３−３９６８

　税務課市民税係（介護保険料）

　　　　　　　　　　　　☎２３−３９２２

　特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

に新規に入所ができるのは、原則として、要

介護３以上の人です。ただし、既に入所して

いる人には適用されません。また、入所後に

要介護度が改善しても引き続き入所できます。

※要介護１・２の人も、定められた要件を満

たすと入所が認められることがあります。

１　介護保険料が変わります（平成２７年４月から）

◆６５歳以上の人（第１号被保険者）の保険料額

２　特別養護老人ホームの新規入所対象
　が変わります（平成２７年４月から）

　介護保険制度は、原則として住所地の介護

保険に加入する仕組みになっています。

　しかし、住所地特例対象施設に入所・入居

して、その施設の所在地に住所を移した人は、

特例として施設入所・入居前の市区町村の介

護保険に引き続き加入することになります。

サービス付き高齢者向け住宅は、これまで住

所地特例対象外施設でしたが、有料老人ホー

ムに該当するものについては対象になります。

３　サービス付き高齢者向け住宅も住所
　地特例が適用されます（平成２７年４月から）

○６５歳以上で一定所得以上の人は、介護サー

ビスを利用するときの自己負担が２割にな

ります。

○医療保険制度における現役並み所得者に相

当する人は、高額介護サービス費の自己負

担の限度額が上がります。

○特定入所者介護サービス費を支給する条件

が変更されます。

○７０歳未満の人の高額医療・高額介護合算療

養費制度の限度額が変更されます。

平成２７年８月からの改正内容
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　粟井ダム付近の林道で、観音寺市消防団員約１００人
が山林防火訓練を行いました。周辺は山林が多く、火
災が起これば大規模なものになりかねません。団員は、
それぞれの持ち場で確認しながら作業をし、高低差の
ある林道にホースを延長・中継し、強風の中で放水を
するなど連携プレーが発揮され、本番さながらの緊張
した訓練が行われました。

　高室地区育成会が、子どもたちがふるさとに愛着を
持てるようにと、地域の豊かな自然や歴史、文化を学
ぶ「ふるさとめぐり」を実施しました。高室小学校の
５・６年生と保護者など約８０人が参加し、各公民館を
出発。こうじの製造所や神社、古墳の見学をしたり江

つ

甫
く

草
も

山の登山をしたりして、地域の人たちとの触れ合
いを通して、地域のことをたくさん学びました。

林野火災訓練で連携確認

15
2

15
2

222

222

192

　豊田幼稚園でＮＰＯ法人ぱぴぷぺぽのコンサートが
ありました。園児や地域の人は歌や楽器の演奏、絵本
の読み聞かせに聞き入りました。また、地域の人や認
知症高齢者が作成した大型立体絵画に折り紙の小物を
添えて共同作品の絵画を完成させたり触れ合い遊びや
楽器の演奏に合わせて合唱したり。園児たちは、にぎ
やかで楽しいひとときを過ごしていました。

　国民文化祭かがわ‘９７の継承事業として始まり、こ
としで１０回目の「観音寺市民音楽祭」が、大野原会館
でありました。市内の小・中・高校生と社会人の１８団
体（約５４０人）が参加し、日ごろから共に練習を重ね
た仲間と心を一つにした見事な合奏や演奏を披露。聞
き慣れた曲に合わせて観客も楽しそうに口ずさんでい
ました。

仲間と楽しく合奏や演奏をしました 高室のことをたくさん勉強したよ

楽しかったよ、歌や遊びのコンサート

　小学生のなわとびチャンピオンを決定する大会が市
立総合体育館であり、約２１０人が参加。団体の小学３
年生以下の部では、長なわとびで１１５回という新記録
を達成しました。個人小学５・６年生女子の部では前
とびで４６分５９秒の好記録を出すなど、熱戦が繰り広げ
られ、応援席からは友人や保護者などから大きな声援
が送られていました。

チャンピオンを目指して熱戦
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元気はつらつの藤目さんを敬老顕彰
　大野原小学校で、青色防犯パトロール隊の出発式が
ありました。子どもたちが安全に登下校できるように
と昨年から隊員を募集し、青色パトロール隊（８４人）
を結成。白川市長が中村隊長に委嘱状を交付、生徒代
表がお礼の言葉を述べました。大野原小学校と萩原小
学校、紀伊小学校の３校が統合する４月からパトロー
ルを実施し、子どもたちの安全・安心を見守ります。

1
3

23

25
2

25
2

25
2

　百歳の誕生日を迎えた藤目杢治さん（原町）を、市
長が訪問し顕彰しました。趣味のゴルフは９５歳までコ
ースを回り、得意の書道は今も毎晩書き続けているそ
うです。お祝い式でのあいさつでは、軍隊時の苦労話
が印象的でした。お祝いに駆け付けた親族や友人など
に囲まれ、終始にこやかで元気いっぱいの藤目さん。
これからもお元気でお過ごしください。

123 離乳食を学び楽しく交流できました

　豊浜小学校では集団下校に合わせて、青色防犯パト
ロール隊（６５人）の出発式が行われました。運動場に
集まった子どもたちの前に、青色回転灯を装備したパ
トロール車と隊員が整列、冨田隊長が「不審者がいた
ら早く通報をしてください」と呼びかけました。パト
ロールは３月２日から３、４人体制で週に６回ほど巡
回し、子どもたちの安全・安心を見守っています。

子どもたちの青パト隊いざ出発
　紀伊地区で、地域の防災力を高めようと約３００人が
参加して防災訓練を実施しました。倒壊家屋からの救
出訓練やＡＥＤを使った心肺蘇生訓練、応急手当訓練、
毛布を使っての負傷者搬送訓練などの８つの訓練に加
え、起震車体験では市内の訓練で初となる、南海トラ
フ地震で想定される揺れも体験。今回の訓練は、小学
生も全員参加し、有意義な訓練になりました。

　響音こども太鼓のメンバーが白川市長を訪問し、第
１７回日本太鼓ジュニアコンクールへの出場を報告しま
した。響音こども太鼓は、９歳から１８歳の女子６人と
いう全国でも珍しい年齢差がある女子だけの少人数チ
ーム。礼節を重んじ子どもらしさを大切に厳しい練習
を重ねてきました。白川市長の激励に応え、打ち手一
人ひとりが大会に向けての決意を述べました。

　離乳食の時期に合わせて開催のもぐもぐレッスンに
親子４０人が参加。ふれあい遊びや４班に分かれ自己紹
介や情報交換をして和やかな雰囲気になった後、管理
栄養士が離乳食を始めるコツを説明しました。参加者
は、熱心にメモを取ったり疑問点を質問したりしてい
ました。対象者には案内ハガキを送付しています。ぜ
ひ、参加して「食」を考えるきっかけにしてください。

女子６人が奏でる、心に響く太鼓の音
ね

地域を挙げての防災訓練を実施

安全・安心のために「青パト隊出発式」
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　今月は、平成２６年秋に活動した「喫煙防止教室」を紹介します。市内の小学校５、

６年生を対象に「妖怪ウォッチの喫煙防止大辞典」を劇仕立てにし、子どもたちが

分かりやすく学べるように工夫をこらして出前講座を実施しました。平成２６年１０月

２日には常磐小学校５、６年生を対象に、平成２６年１１月１３日には大野原小学校の６

年生を対象に実施した各教室を紹介します。

　　：男性の喫煙率が一番高い国はどこ？

　Ａ：フランス　Ｂ：アメリカ　Ｃ：日本

　Ａ：防止できる　Ｂ：防止できない

　　：空気清浄器を使うと、受動喫煙を防止で

きるの？

　　：日本でたばこが原因で死亡した人の数は

１年間で何人？

　Ａ：約１万人　Ｂ：約６万人　Ｃ：約１３万人

　今年度も引き続き出前講座を実施します。

「休養・心の健康・飲酒」の出前講座も現在製

作中です。お楽しみに！

　他のグループ「栄養・食生活、食育」や「運

動・身体活動」、「歯の健康」、「生活習慣病の

予防」も出前講座を計画しています。

　希望の小学校は、下記へ問い合わせてくだ

さい。

　　問い合わせ先：健康増進課保健係

　　　　　　　　　　☎２３−３９６４

▲「喫煙防止教室」の劇メンバーの皆さん

　「たばこ」のクイズ、ミミズの実験、禁煙体験談の内容、ＣＯＰＤ（慢性

閉塞性肺疾患）の疑似体験などを行い、子どもの頃から「たばこ」につい

ての正しい知識を身に付けてもらうことを目的に活動しています。

　教室では、子どもたちの「たばこ」に関する活発な意見交換が行われま

した。教室の様子と子どもたちの感想の一部を、左のページで紹介します。

喫 煙 防 止 教 室 の 内 容

平成２７年度出前講座 ??

元気印のかんおんじ２１  第２次ヘルスプランの推進
ヘルスプラン推進会議 休養・心の健康・飲酒・喫煙等

健康増進課保健係　☎２３−３９６４

Ｑ１：Ｃ　　Ｑ２：Ｃ　　Ｑ３：Ｂ 答え

た ば こ の クイズ

Q1

Q2

Q3

　この講座に参加した

子どもたちは将来

「たばこを吸わない」
と信じています。
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　たばこはもともと体に悪い物だと思っていたけど、

有害物質が約２５０種類も入っているのは、初めて聞

いてとてもびっくりしました。楽しい劇でたばこの

悪い所を教えてもらって、たばこの怖さがよく分か

りました。ミミズを使った実験では、ミミズがキュ

ッと細くなって、人間の血管でも同じようなことが

おこっていることを知って、とてもたばこが怖くな

りました。私たちの健康のために教室を開いてくだ

さり、ありがとうございました。　　　　（６年生）

　私の家ではお父さんがたばこを吸っています。お父さ

んは１日に１５本吸うそうです。教室で寿命は１本で５分

減るという説明があり、お父さんは１日約７５分も短くな

っていると思うと、驚きました。想像しただけで怖いで

す。そして私たち家族にも影響が出ていると思うとゾッ

とします。ミミズの実験はそれがもし私たちだったとし

たら…。あとストローの実験では、息苦しさで１分もが

まんできませんでした。たばこは命にかかわるから絶対

に吸いません。お父さんにもこのことを伝えて、家族の

ためにもやめてもらいたいです。　　　　　　（６年生）

　わたしは、たばこについてあまり知りませんでし

た。でも、この教室でたばこを吸うと、体の調子が

悪くなったりすると分かりました。ストローをくわ

えて鼻をつまんで１分間はかったときに、とても後

からえらくなって、たばこを吸い続けるとこうなる

んだなと思いました。お家の人にもこういうふうに

なるんだよと説明してあげたいです。　　（５年生）

　僕は、教室で、たばこは改めて体に害のあるも

のだということが分かってよかったです。ミミズ

の実験では、ミミズがすごく苦しそうでした。僕

はあのような苦しみはしたくないので絶対に将来

たばこは吸いません。それに僕はぜんそくを持っ

ているので、たばこを吸うと肺がすぐ弱るので、

たばこを吸っている人の近くにはあまりいかない

ようにしたいです。今、たばこを吸っている人は

今すぐやめてほしいです。　　　　　　（６年生）

各 学 校 で の 教 室 の 様 子 と 感 想

常 磐 小 学 校

大 野 原 小 学 校
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●腎臓病教室

腎臓の働き／腎臓病に使われるお薬／腎臓病

食（塩分のとり方）

４月１６日（木）午後３時３０分～午後５時

●夜間糖尿病教室

糖尿病について知ってみよう

４月９日（木）午後６時～午後７時３０分

試食会＝糖尿病食を食べてみよう

●肝臓病教室

肝臓がんの治療と予防／肝臓がんの食事療法

４月９日（木）午後２時～午後４時

●男性の調理実習

４月８日（水）午前１０時～午後０時３０分

お味噌汁で野菜をたくさん食べよう

各教室とも予約が必要

試食会・調理実習は、実費６００円が必要

　同病院健康管理センター　☎５２−２７２６

　大野原・観音寺地区の結核・肺がん検診を次

の日程で行います。がん死亡原因の１位は肺が

んです。年に１度は必ず検診を受けましょう。

申し込んでいない人は、問い合わせてください。

　肺がん…４０歳以上、結核…６５歳以上

　６４歳以下の人…２００円、６５歳以上の人…無料

　平成２７年度から、血痰のある人（６カ月以内）

は検診を受けることができません。医療機関

で受診してください。

　健康増進課保健係　☎２３−３９６４

※豊浜地区の日程は、広報３月号に掲載しています。

大 野 原 地 区
受　付　日　時 場　　所

８日（水）
９：３０～１０：００ 田野々自治会館

１０：４０～１１：００ 海老済集会場
１３：３０～１５：３０ ＪＡ萩原支店

９日（木）
９：３０～１１：００ 大野原いきいきセンター

１３：００～１４：００ ＪＡ五郷支店
１４：３０～１５：３０ 萩のふるさと会館

１０日（金）
９：００～１０：００ 安井公民館

１０：３０～１１：３０ 大野原会館
１３：３０～１５：３０ 中姫ふれあい会館

１３日（月）
９：３０～１１：００ 雇用促進住宅大野原宿舎

１３：００～１４：００ 花稲研修センター
１４：３０～１５：３０ 中林集会場

１４日（火）
９：００～１０：００ 白坂公民館

１０：３０～１１：２０ 石砂集会場
１３：３０～１５：００ ＪＡ紀伊支店

１５日（水）
９：３０～１１：３０ 大野原いきいきセンター

１３：００～１４：３０ 大野原いきいきセンター

観 音 寺 地 区
受　付　日　時 場　　所

１６日（木）
９：００～１０：３０ 豊田公民館

１１：００～１１：３０ 新田金安神社
１３：３０～１５：００ 黒嶋神社

１７日（金）
９：３０～１０：００ 奥谷自治会館

１０：３０～１１：３０ 粟井公民館
１３：００～１５：３０ 保健センター

２０日（月）
９：００～１０：００ 黒渕山田神社

１０：３０～１１：３０ 中出自治会館
１３：３０～１４：３０ 楽陽荘前

２１日（火）
９：００～１０：００ 室本新田集荷場

１０：３０～１１：３０ 室本港小公園前
１３：００～１５：００ 高室公民館

２２日（水）

９：００～１０：００ 南町自治会館
１０：３０～１１：３０ 瀬戸町自治会館（１丁目）
１３：００～１３：３０ 有明出荷組合八幡集荷場
１４：００～１５：３０ 観音寺東公民館

２３日（木）
９：３０～１０：００ 旧丸勝青果倉庫前

１０：３０～１１：３０ 吉岡町自治会館
１３：３０～１５：００ 一ノ谷公民館

２４日（金）
　９：００～１０：００ 山田消防屯所前
１０：３０～１１：３０ 油井自治会館
１３：３０～１５：３０ 常磐公民館

２７日（月）
　９：３０～１１：３０ 保健センター
１３：３０～１５：００ 中洲町医師会館

２８日（火）

９：００～１０：００ 観音寺西公民館
１０：３０～１１：３０ 老人憩の家
１３：００～１４：００ 流岡公民館
１４：３０～１５：３０ 出作町若宮神社

３０日（木）
９：３０～１０：３０ 木之郷公民館

１１：００～１１：３０ 八丁自治会館
１３：３０～１５：００ 柞田公民館

５／１日（金）
９：３０～１１：３０ 保健センター

１３：００～１４：００ 保健センター

４月のがん検診日程表

　健康づくりのため、食生活の案内役として

ボランティア活動をしてくれるヘルスメイト

（食生活改善推進員）を募集します。仲間と一

緒に楽しく健康づくりを考えてみませんか。

　平成２７年６月から毎月１回（全６回）

　午前９時～午後１時

　保健センター

　教室修了後にヘルスメイトとして活動可能な

市内在住の人

　エプロン、三角巾、筆記用具、お米１／２合

　５月１日（金）まで

　３０人（定員になり次第締め切り）

　３千円

　市食生活改善推進協議会

　　健康増進課保健係　☎２３−３９６４

料

料

料

持

注

主

三豊総合病院健康教室

健康
だより

結核・肺がん検診を受けましょう

平成２７年度栄養教室受講生募集

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

持参物持 問合先申込先注意注

主催主

人数

みとよサプリ
４月１５日（水）午後１時３０分～午後２時

三豊総合病院南棟ホール

内視鏡検査について

同病院　☎５２−３３６６

注
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付

枚
数
は
月
割
り
の
た
め
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　共
楽
湯
、
萩
の
湯

年
間
４８
枚
（
月
４
枚
が
限
度
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
人

入
浴
券
１
枚
に
つ
き
１
０
０

円
を
市
が
助
成
（
残
金
は
自

己
負
担
）

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
保
険
証
な
ど
）

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所

本
人
以
外
は
使
用
不
可

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

●

価
格
等
縦
覧
帳
簿

　土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納

税
者
（
注
１
）
は
、
固
定
資
産

税
の
対
象
に
な
る
資
産
と
市
内

の
類
似
す
る
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
な
ど
を
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
平
成
２６
年
中
に
、

新
・
増
築
し
た
家
屋
の
評
価
額

も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯

主
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
所
得
な
ど
を
基
に
計
算
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が
な

い
人
（
被
扶
養
者
は
除
く
）
も
、

収
入
な
し
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
た
め
所
得

状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
に
な

る
世
帯
で
も
、
減
額
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
（
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
所
得
は
除
く
）
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
収
入

の
な
い
人
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

５
月
２
日
（
土
）
～
６
日
（
休
・

水
）
は
市
役
所
新
庁
舎
３
階

へ
移
転
の
た
め
休
業
し
ま
す
。

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
１
１

　検
定
期
間
（
８
年
）
が
満
了

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
か

え
ま
す
。
作
業
は
、
市
指
定
の

水
道
工
事
事
業
者
が
行
い
ま
す
。

　作
業
中
（
約
２０
分
）
は
水
道

が
使
え
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
～
１２
月
（
随
時
実
施
）

無
料

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
１
１

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
あ
た
り
５
万
円
（
上
限
２

キ
ロ
ワ
ッ
ト
１０
万
円
ま
で
）

自
ら
居
住
、
ま
た
は
居
住
し

よ
う
と
す
る
市
内
の
住
宅
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
人

４
月
１
日
（
水
）
か
ら

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　各
支
所
で
も
、
支
所
管
内
の

縦
覧
が
で
き
ま
す
が
、
評
価
額

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
庁

税
務
課
で
対
応
し
ま
す
。

４
月
１
日
（
水
）
～
３０
日
（
木
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

税
務
課
、
各
支
所

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
）

　（
注
１
）
非
課
税
や
免
税
点
未

満
の
固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）

だ
け
の
所
有
者
は
含
み
ま
せ
ん
。

●

固
定
資
産
課
税
台
帳

　４
月
１
日
（
水
）
か
ら
納
税
義

務
者
（
注
２
）
や
借
地
・
借
家

人
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
）

借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
の

権
利
関
係
が
確
認
で
き
る
も

の
も
必
要
（
代
理
人
が
縦
覧

や
閲
覧
を
す
る
場
合
は
、
本

人
の
委
任
状
が
必
要
）

　（
注
２
）
納
税
義
務
者
と
は
、

固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
）
の
所
有
者

　税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　「
医
療
費
や
保
険
料
を
還
付

す
る
」
と
市
職
員
等
を
装
っ
た

電
話
が
か
か
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
か
ら
お

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
や
市
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
１

人
で
判
断
せ
ず
振
り
込
む
前
に
、

市
役
所
や
広
域
連
合
、
最
寄
り

の
警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

健
康
増
進
課
☎
２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　４
月
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
的
に
休
日
（
土
・
日
、

祝
日
）
の
受
付
業
務
を
開
始
し

ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
６
時
で
す
。

　平
日
に
、
水
道
の
使
用
開
始

や
中
止
の
連
絡
、
お
支
払
い
な

ど
が
で
き
な
い
人
も
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券
を

　
　
　
　
　
交
付
し
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　
い
る
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
休
日
受
付
業
務
開
始

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
振
り
込
め
詐
欺

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
か
え

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
シ
ス
テ
ム
補
助
金

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

補
助
金
額

入
浴
券
利
用
可
能
施
設

料

料

持持

持注

注

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　
　市
民
課
☎
２３

−
３
９
２
４

　２０
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

大
学
や
専
門
学
校
、
各
種
学

校
な
ど
に
在
学
し
、
学
生
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
人

住
民
票
が
あ
る
市
の
国
民
年

金
窓
口
で
、
学
生
証
（
コ
ピ

ー
可
）、
年
金
手
帳
な
ど
を
持

参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

前
年
度
承
認
を
受
け
て
い
る

人
は
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年

金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
学

生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が

き
形
式
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学

し
て
い
る
場
合
は
、
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
す
る
と
申
請
が
で
き
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
期
間

　年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
事
故

や
病
気
に
よ
る
障
害
や
死
亡
等

の
「
万
一
の
場
合
」
を
保
障
す

る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
安

心
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
は
受
給
資
格
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
宝
く
じ
の

助
成
を
受
け
、
青

岡
自
治
会
が
太
鼓

台
の
備
品
を
新
調

し
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
へ
助
成
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
宝
く

じ
の
普
及
と
広
報
を
行
う
も
の

で
す
。

　地
域
支
援
課
市
民
協
働
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
９

　香
川
県
農
地
機
構
は
、
農
地

の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、

農
地
を
借
り
受
け
て
規
模
拡
大

や
農
地
の
集
約
化
を
目
指
す
農

業
者
に
転
貸
す
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　４
月
は
、
同
機
構
か
ら
農
地

の
借
り
受
け
を
希
望
す
る
人
の

募
集
月
間
で
す
。
借
り
受
け
を

希
望
す
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

承
認
期
間
の
保
険
料

　１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納

（
後
払
い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

・
月
額

　
　

 

　１
５
、
５
９
０
円

６
カ
月
前
納

・
口
座
振
替 

　９
２
、
４
８
０
円

・
現
金
納
付 

　９
２
、
７
８
０
円

１
年
前
納

　

・
口
座
振
替 

１
８
３
、
１
６
０
円

・
現
金
納
付 

１
８
３
、
７
６
０
円

２
年
前
納

・
口
座
振
替 

３
６
６
、
８
４
０
円

口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
し

込
み
締
切
日
は
前
年
度
２
月

末
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.n

en
k
in

.g
o
.jp

/

　農
地
を
貸
し
て
く
れ
る
人
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　農
林
水
産
課

　

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
１

　
　農
業
委
員
会

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
６

　観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ
ル

ト
ン
市
と
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
と
し
も
受
け
入
れ
家
庭

と
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
　受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

７
月
１０
日
（
金
）
～
２３
日
（
木
）

予
定
（
１
週
間
の
受
け
入
れ

も
可
）

５
月
２９
日
（
金
）
ま
で

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

　ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
募
集

７
月
２３
日
（
木
）
～

　
　
　８
月
５
日
（
水
）
予
定

市
内
の
中
学
生
や
高
等
学
校

に
通
う
学
生
、
大
学
生
な
ど

５
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

約
２５
万
円
程
度

参
加
者
は
、
ア
ッ
プ
ル
ト
ン

市
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
者
を
優
先

５
月
２９
日
（
金
）
ま
で

　
　秘
書
課
☎
２３

−

３
９
１
５

国
民
年
金
保
険
料

　
学
生
納
付
特
例
制
度

国
民
年
金
保
険
料
額

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
と
の
交
流
事
業

香
川
県
農
地
機
構
が
募
集

　
　
農
地
の
借
受
希
望
者

募
　集

料注

注

注

　全
国
規
模
の
大
会
等
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
皆

さ
ん
に
、
市
長
か
ら
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
・

　
　
　

 

平
成
２７
年
３
月
現
在
）

　山
木
翼
（
紀
伊
小
学
校
）、

岩
田
茉
子
（
観
音
寺
中
学
校
）、

藤
原
清
渡
（
大
野
原
中
学
校
）、

井
下
大
誌
（
大
野
原
中
学
校
）、

野
雄
太
（
豊
浜
中
学
校
）、

安
藤
直
斗
（
三
豊
中
学
校
）、

藤
川
明
日
香
（
観
音
寺
中
央
高

等
学
校
）、
三
宅
功
朔
（
観
音
寺

第
一
高
等
学
校
）、
齋
藤
友
哉

（
三
豊
工
業
高
等
学
校
）、
坂
田

拓
実
（
三
豊
工
業
高
等
学
校
）、

大
谷
恭
平
（
三
豊
工
業
高
等
学

校
）、
薦
田
遥
（
高
瀬
高
等
学

校
）、
向
井
達
矢
（
尽
誠
学
園

高
等
学
校
）、
久
保
田
梨
世

表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

４
月
２５
日
（
土
）

午
前
７
時
３０
分
～
受
け
付
け

財
田
川
河
川
敷
一
ノ
谷
コ
ー
ト

１
チ
ー
ム
２
人
（
監
督
含
む
）

男
女
年
齢
は
問
わ
な
い

１
人
７
０
０
円
（
参
加
賞
、

弁
当
、
お
茶
、
保
険
料
含
む
）

４
月
１０
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

（
大
野
原
支
所
２
階
）

４
月
２９
日
（
祝
・
水
）

午
前
８
時
受
け
付
け
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
）

午
前
８
時
２０
分
出
発

観
音
寺
市
役
所
→
三
豊
市
山

本
町
→
神
田
小
学
校
→
琴
平

町
高
燈と
う

籠ろ
う

（
約
２２
㎞
）

タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
、
帰
り
の
交
通
費
な
ど

１
人
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

４
月
１６
日
（
木
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

（
大
野
原
支
所
２
階
）

４
月
１
日
（
水
）
～
１０
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

中
堅
所
得
者
向
け
空
き
家
住

宅
も
併
せ
て
募
集

　都
市
整
備
課
住
宅
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
５

　教
育
委
員
会
な
ど
が
実
施
す

る
文
化
芸
術
に
関
連
す
る
各
行

事
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　音
楽
会
や
展
覧
会
、
講
演
会

な
ど
の
会
場
受
付
や
展
示
物
の

監
視
、
記
録
写
真
の
撮
影
な
ど

平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で

（
１
年
間
の
登
録
制
）

　
　無
報
酬
（
交
通
費
等
自

己
負
担

２０
人
程
度
（
１８
歳
以
上
）

５
月
１
日
（
金
）
ま
で

市
総
合
案
内
所
や
支
所
、
公

民
館
、
図
書
館
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
左
記
へ
提
出

文
化
振
興
課

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

「
第
１４
回
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

第
４０
回
市
民
健
脚
大
会

２
０
１
５
こ
ん
ぴ
ら
健
脚
大
会

ス
ポ
ー
ツ

料

料

持

注活
動
費

活
動
内
容

活
動
期
間

月　日 スポーツ行事

４／５ 第１０回一道会ジュニア選手権大会
１０：００～／市立総合体育館

５・１２・１９ 第１２回連盟杯争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

１１ 観音寺市陸上競技選手権大会
９：００～／総合運動公園

１３ 第５２回市老連ゲートボール大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

１９ 第１０回観音寺市バドミントン選手権大会
８：３０～／市立総合体育館

２６

香川県バウンドテニス協会第２０回会長杯
９：００～／市立総合体育館
少林寺拳法観音寺演武会
１３：００～／大野原農業者トレーニングセンター
体協旗争奪春季軟式野球大会
９：００～／総合運動公園ほか

２８ 第４回三観広域親睦ゲートボール大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

５／２ 第４６回香川県選手権大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

２・３・４・５

第１４回四国近県高校選抜ソフトテニス研修大会
８：３０～／総合運動公園ほか
第４４回西日本中央連携軸高校サッカーフェステ
ィバル
９：００～／総合運動公園ほか

３ 第９０回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

３・４ 第１９回ちょうさ杯（サッカー）
９：００～／総合運動公園ほか
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課

試
験
係

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

４
７
６
５

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
採

用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.g
o
.jp

/

sa
iy

o
/sa

iy
o
.h

tm

　浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管

理
者
（
所
有
者
）
は
毎
年
１
回
、

知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関

（
公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化

槽
協
会
）
に
よ
る
「
水
質
に
関
す

る
検
査
」
の
受
検
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
や

清
掃
を
実
施
し
て
い
て
も
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
良
好

な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
検

査
の
内
容
や
趣
旨
を
理
解
い
た

だ
き
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　法
定
検
査
の
案
内
が
届
い
た

ら
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
環
境

管
理
室

　☎
２５

−

６
４
３
１

　５
月
９
日
（
土
）、
１０
日
（
日
）

昭
和
６０
年
４
月
２
日
～
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

４
月
１４
日
（
火
）
ま
で

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

５
月
２１
日
（
木
）
～
１２
月
３
日

（
木
）
　全

２２
回

午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

３０
分
（
基
本
毎
週
木
曜
日
）

西
讃
ふ
く
ろ
う
セ
ン
タ
ー

（
木
之
郷
町
１
１
１
６

−

１
）

義
務
教
育
修
了
者
で
講
座
や

手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
、
聴
覚

障
害
者
協
会
行
事
に
参
加
で

き
る
人

４０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

４
月
３０
日
（
木
）
ま
で

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
入
門
編
」
係

☎
０
８
７

−

８
６
８

−

９
２
０
０

募
集
説
明
会

４
月
１２
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
５
時

ア
イ
パ
ル
香
川
・
大
会
議
室

①
青
年
海
外
協
力
隊

満
２０
～
３９
歳

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
４０
～
６９
歳

４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
１１
日

（
月
）（
消
印
有
効
）

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

説
明
会
は
参
加
無
料
、
申
し

込
み
不
要
、
入
退
室
自
由

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

☎
０
８
７

−

８
２
１

−

８
８
２
４

一
般
者
の
体
験
乗
船

５
月
３０
日
（
土
）

午
前
８
時
４５
分
～
正
午

高
校
生
以
上

２５
人
（
先
着
順
）

小
学
生
体
験
乗
船

５
月
３０
日
（
土
）
午
後
０
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

小
学
３
年
生
以
上
と
保
護
者

２０
組
（
先
着
順
）

大
崎
造
船
所
（
丸
亀
市
蓬
莱
町
）

４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
１１
日

（
月
）

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

天
候
や
機
材
の
都
合
で
変
更
、

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　香
川
県
立
多
度
津
高
等
学
校

☎
０
８
７
７

−

３
３

−

２
１
３
１

統
合
失
調
症
家
族
教
室

４
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

家
族
の
日
頃
の
思
い
を
語
る

話
し
合
い
、
交
流
会
、
情
報

交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

思
春
期
相
談

４
月
１３
日
（
月
）
午
後
２
時
～

心
の
健
康
相
談

４
月
２２
日
（
水
）

午
後
１
時
４５
分
～

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

試
験

受
け
て
く
だ
さ
い
！

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

国
家
公
務
員
採
用
試
験

受
講
者
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
入
門
編
」

実
習
船
「
香
川
丸
」

体
験
乗
船
参
加
者
募
集

平
成
２７
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

精
神
保
健
相
談（
無
料
）

香
川
県
警
察
官
採
用
試
験

　
　
　
　
　
（
大
卒
程
度
）

情
報

掲
示
板

お
知
ら
せ

募
　集

注 注

注

相
　談

院卒者、大卒程度試験 インターネット受付期間 第１次試験日

総合職 院卒者、大卒程度 ４月１日（水）～８日（水） ５月２４日（日）

一般職 大卒程度 ４月９日（木）～２０日（月） ６月１４日（日）

専門職

航空管制官、法務省専門
職員（人間科学）、国税専
門官、財務専門官、労働
基準監督官、皇宮護衛官、
食品衛生監視員

４月１日（水）～１３日（月） ６月７日（日）

高卒者試験 インターネット受付期間 第１次試験日

専門職 海上保安学校学生（特別） ４月１日（水）～８日（水） ５月１７日（日）
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

４
月
１６
日
（
木
）
～
３０
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

４
月
１５
日
（
水
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

４
月
４
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

や
ま
も
も
（
一
ノ
谷
小
学
校
前
）

焼
き
た
て
パ
ン
・
焼
き
菓
子

な
ど
販
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
、
う
ど
ん
カ
フ
ェ
、
お

菓
子
つ
か
み
取
り
（
先
着
）

な
ど

同
事
業
所
☎
２３

−

３
５
０
７

４
月
２６
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

西
讃
ふ
く
ろ
う
セ
ン
タ
ー

（
木
之
郷
町
１
１
１
６

−

１
）

手
話
カ
フ
ェ
、
う
ど
ん
、
バ

ザ
ー
、
芸
能
発
表
な
ど

同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　Ⓕ

２７

−

７
７
０
８

４
月
２６
日
（
日
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊

血
圧
・
血
管
年
齢
測
定
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
、
基
礎
代
謝
測
定
、
健

康
相
談
な
ど

香
川
県
看
護
協
会
第
７
支
部

（
永
康
病
院
内
）

　
　
　
　☎

８３

−

３
０
０
１

①
殺
虫
・
殺
菌
剤
の
散
布
方
法

②
草
花
の
寄
せ
植
え
実
習

４
月
２６
日
（
日
）
①
午
前
９
時

３０
分
～
午
前
１１
時
４５
分

②
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

４５
分

坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事

務
所
（
旧
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
）

　

①
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
の
調
合

方
法
や
散
布
方
法
を
樹
木
医

か
ら
学
ぶ

②
春
植
え
の
草
花
の
寄
せ
植
え

（
寄
せ
植
え
は
持
ち
帰
り
）

セ
ミ
ナ
ー
後
に
園
芸
相
談
会

①
先
着
２０
人

　②
先
着
１０
人

①
５
０
０
円

　②
３
千
円

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
郵
便
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、

質
問
事
項
を
明
記

電
話
申
し
込
み
不
可

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

６
８
２
０

Ⓕ
０
８
７
７

−

４
３

−

５
２
１
３

Ⓔk
a
n
sy

o
u
ry

o
k
u
ti@

rh

　y
th

m
.o

cn
.n

e.jp

４
月
２６
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午
（
参
加
無
料
）

同
公
園
内

園
内
の
生
き
物
と
一
緒
に
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

春
の
息
吹
を
感
じ
よ
う

同
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

７
８

−

３
３
６
４

料注

や
ま
も
も

　
地
域
ふ
れ
あ
い
の
日

就
農
相
談
窓
口

西
讃
ふ
く
ろ
う
セ
ン
タ
ー

　
ま
つ
り
新
緑
２
０
１
５

無
料
健
康
相
談

　
看
護
の
心
普
及
事
業

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

満
濃
池
森
林
公
園

春
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

秘書課広聴広報係　☎２３−３９１５　Ⓕ２３−３９２０

Ｅメール　kouhou@city.kanonji.lg.jp　

　広報紙と市ホームページに掲載する有料広告を

募集しています。受け付けは随時、申請書は秘書

課または市ホームページにあります。

三豊総合病院まつり

日時：５月１０日（日）午前１０時～午後３時
場所：三豊総合病院
内容：各種体験コーナー、院内見学ツアーなど。

　　人気キャラクターも登場予定です。
問い合わせ先：同病院　☎５２−３３６６

「皆でつくろう　元気な地域　　　　　　　　
　　　　　～のぞいてみよう　医療の世界～」

病児・病後児保育を実施しています
利用時間：月曜日～金曜日　
　　　　　午前８時３０分～午後５時３０分

（土・日、祝日、年末年始、病院休診日は除く）
利用できる人：病中や回復期の生後６カ月から

　小学３年生までの子ども
人　　数：１日３人程度
※申し込み方法や料金など詳しくは問い合わせ

てください。
実施機関：三豊病院内病児・病後児保育室
　　　　　わたっ子保育園　☎５２−６６２０
　　　　　http://www.mitoyo-hosp.jp/

平成２７年度広告を募集します

位　置：トップページ

大きさ：縦５０ピクセル×横１３５ピクセル

容　量：６ＫＢ以下

形　式：ＧＩＦ（アニメーション不可）、ＪＰＥＧ、ＰＮＧ

掲載期間：１カ月単位（原則１日～月末）

掲載料：１枠２万円／月（前納）

ホームページ

位　置：「市役所からのお知らせ」ページの下段

大きさ：縦１０㎝×横８．５㎝

掲載料：１枠３万円／月

広 報 紙
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絵手紙

楽しいハワイアンフラ

陶芸教室

ピアノ教室

火曜日
１０：００～１２：００
３０人

木曜日
１３：３０～１５：００
２０人

水曜日
１９：００～２１：３０
１６人

隔週金曜日
１９：００～２１：００
１６人

　　第１講習室
藤原　英子　先生
　１１，５００円（初心者）
　  　 実費（経験者）

　　軽運動室
渡邊　惠子　先生
　１，０００円

　　実験実習室
石川　久夫　先生
　２，５００円（初心者）

　　軽運動室
山本　悠祐　先生
　実費

かな書道

初心者書道教室

油　絵

着物着付

初心者ダンベル体操

皮革工芸

ジャズダンス

いきいきコーラス教室

パッチワーク教室

中国伝統呉式太極拳

トールペインティング

ちぎり絵

篆　刻（てんこく）

民　謡

押し花

マジック教室

水曜日
１９：００～２１：００
２０人

土曜日
９：３０～１１：３０
２０人

火曜日
１９：００～２１：００
２５人

木曜日
１９：００～２１：００
３０人

木曜日
１０：００～１１：１５
４０人

土曜日
１４：００～１６：００
１５人

火曜日
１９：３０～２１：００
２５人

金曜日
１０：００～１２：００
３５人

木曜日
１０：００～１２：００
２０人

土曜日
１９：００～２１：００
５０人

火曜日
１９：００～２１：００
１５人

金曜日
１３：３０～１６：００
２０人

第２・第４木曜日
１３：００～１５：００
２５人

土曜日
１９：００～２１：００
３０人

水曜日
１３：３０～１５：３０
２０人

金曜日
１９：３０～２１：００
２０人

　　第１講習室
則包　豊舟　先生
　５００円（初心者）

　　第１講習室
石川　義象　先生
　　 ２，３００円

　　展示ホール
福田　透　先生
　３，０００円（初心者）
　　５００円（経験者）

　　第２・３講習室
小笠原　敏代　先生

　　軽運動室
中川　一江　先生

　　実験実習室
石井　紀子　先生
　２，４００円（初心者）
　実費

　　軽運動室
生駒　幸子　先生

　　軽運動室
宝田　章江　先生
　１，６００円（初心者）

　　第１講習室
今城 由美子 先生
　実費

　　軽運動室
近井　昭博　先生
　４００円 ( 初心者 )

　　第１講習室
高橋 かをり 先生
　４，０００円（初心者）
　実費

　　第１講習室
鰆目　慶子　先生
　１，２００円

　　第１講習室
黒田　九華　先生
　約１０，０００円（初心者）

　　第１講習室
阿部　桑佑　先生

　　第１講習室
佐川　智子　先生
　実費

　　第１講義室
三野　優　先生
　３，５００円（初心者）
　　　 実費（経験者）

観音寺市中央公民館　☎２３−３９４４

平成２７年度 受講生募集市 民 講 座

開講期間　５月７日（木）～７月２９日（水）

対　　象　市内在住の社会人または市内に勤務する人

　　　　　全講座とも初心者を優先

　　　　　申し込み状況により、市外の人も受け付けます。

受 講 料　１講座２，５００円（申し込み後の返却は不可）

注　　意　申し込みが１０人未満の講座は開設できません。

受付期間　４月８日（水）～２３日（木）午前９時～午後５時

　　　　　（土・日・月曜日は除く）

　　　　　ただし、８日（水）～１０日（金）は午前９時～午後７時

　　　　　受付期間中でも、定員になり次第締め切ります。

受付場所　観音寺市中央公民館

　　　　　（電話での申し込みは不可）

○パンフレットは、観音寺市中央公民館、大野原・豊浜・各地区公民館、

市役所ロビー、中央図書館にあります。

○市民講座以外にも、俳句や短歌、手描友禅などの自主グループが活

動しています。

中央＝観音寺市中央公民館　共同＝共同福祉施設　婦人＝働く婦人の家　　＝材料費　　＝用具代　　＝テキスト代

用

用

用

テ

テ テ

テ

材 

材 

材 

材 

材 

材 

用

用

材

材

材

テ

テ

材

材

婦人

共同

婦人

婦人

共同

婦人

共同

中央

中央

共同

共同

共同

婦人

共同

婦人

婦人

婦人

婦人

婦人

中央
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　
　
　学
び
か
ら
始
ま
る
人
権

　
　
　
　
　
　人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に

　人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
人
間
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、

日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
全
て
の

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
大
切

な
権
利
で
す
。
一
般
的
に
は
、

「
笑
顔
で
生
き
ら
れ
る
権
利
」

と
か
「
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
衣
食
住
が
足
り
て

い
る
こ
と
、
健
康
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
な
生
活
が

で
き
る
こ
と
や
正
し
い
情
報
が

得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
各
地

に
は
、
紛
争
や
戦
争
な
ど
に
よ

っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
り
、
飢
え

や
病
気
な
ど
の
た
め
に
命
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
た
り
し
て
い
る

人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　日
本
の
国
内
に
目
を
向
け
れ

ば
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
、

一
部
の
外
国
人
を
蔑
視
し
た
り

排
斥
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ま
た
妊
娠
や

出
産
し
た
女
性
に
対
す
る
職
場

で
の
配
置
換
え
や
退
職
を
強
要

し
て
嫌
が
ら
せ
を
行
う
マ
タ
ニ

テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
新

た
な
人
権
侵
害
も
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中

おめでとう
　　　ございます

平成２６年度
　　人権作品優秀賞

観音寺小学校 3 年
筒井　悠斗さん

観音寺中学校3年（平成26年度）
池田　紗也子さん

で
、
つ
い
何
気
な
い
言
葉
や
態

度
で
相
手
の
心
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
も
し

自
分
が
そ
の
人
の
立
場
だ
っ
た

ら
…
」
と
、
常
に
相
手
を
意
識

し
た
言
動
を
心
掛
け
る
こ
と
が
、

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
第

一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
、
本
当
に

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

食育コーナー

　祝い事に赤飯はつきものです。

　学校給食でも入学式や卒業式など、学校を挙げての大切な

行事には児童、生徒が赤飯を食べて、同じ料理を味わいなが

ら祝う気持ちを共有できるように、献立に取り入れています。

　もち米の料理はレパートリーが少なくなりがちなので、一

味違ったもち米料理を作っています。紹介する「もち米蒸し」

は子どもたちにも人気です。春休みに子どもたちと一緒に作

ると楽しいですね。ぜひ挑戦してみてください。

★キャロットパン

★もち米蒸し　

★ポテトサラダ　

★ニラ卵スープ

★イチゴ　★牛乳

献立
（観音寺学校給食センター）

一味違ったもち米料理で
　　　　入学や進学を祝いましょう

学校給食課　☎５７−６６６０

（ピンポン玉の大きさ２０個分）材　料

もち米…１５０ｇ、豚ももひき肉…５００ｇ、卵…

１個、白ネギまたは葉ネギ…５０ｇ、調味料（シ

ョウガ汁…少々、濃い口しょうゆ ･･･ 大さじ

１、酒 ･･･ 大さじ２、塩 ･･･ 小さじ１／２）

作り方

❶もち米は、３０分以上水に浸した後ザルに打

ち上げておく。

❷ネギをみじん切りにして、豚肉と卵、調味

料と混ぜてピンポン玉ぐらいの大きさに丸

める。

❸❷に❶のもち米をまぶして、蒸気が立って

いる蒸し器で２５分前後蒸して出来上がり。

※もち米を水に浸す時、食紅をほんの少々

溶いて入れると、紅色にきれいに仕上が

ります。

もち米蒸し



トピックス

　「ファミリー・サポート・センター」
は、地域の中で「子育ての援助をして
ほしい人」（おねがい会員）と「子育て
の援助をしたい人」（まかせて会員）が
会員になり、会員同士で子育てを助
け合う有償のボランティア組織で
す。会員になるには、ファミリー・
サポート・センターへの登録が必要
です。問い合わせてください。
　観音寺市ファミリー・サポート・センター
　（観音寺市社会福祉協議会内）
　 ☎25-7773

　本年度から、育児教室を奇数月に
開催します。子どもの発達や関わり方
について、臨床心理士・保健師・保育
士などからアドバイスを受けることが
できます。
　５月15日(金)
　午前10時～午前11時30分
　観音寺市保健センター
　６カ月から２歳までの子どもと
　保護者
　前日までに申し込んでください。
　健康増進課母子保健係
　☎23-3964

ファミリー・サポート・センター
会員募集！

講座・教室

相　談

地域子育て支援センター事業

心愛（ここあ）カフェ（育児教室）

予防接種を受けましょう

お知らせ

年齢別定期予防接種スケジュール
乳幼児は受ける予防接種がたくさんあります。
受け忘れていないか確認してみましょう。

Hib（ヒブ）初回３回、小児用肺炎球菌初回３回、
４種混合初回３回、BCG１回

Hib（ヒブ）追加１回、小児用肺炎球菌追加１回、水痘２回、
麻しん風しん混合（MR）１期１回、４種混合追加１回
日本脳炎初回２回
日本脳炎追加１回
麻しん風しん混合（MR）２期１回　 ※幼稚園・保育所年長児の１年間

０歳児

１歳児

３歳児
４歳児
５歳児※

標準的に受ける予防接種の種類と回数年 齢

４種混合ワクチンは平成24年11月から導入されています。

家庭児童相談・女性相談
☎２３-３９５７
母子・父子自立相談
☎２３－３９５７
児童相談(要予約)
☎２３－３９５７
県の専門相談員が対応
育児相談
☎２３－３９６４

高室公民館 （あぶあぶひろば） 
高室保育園　　☎24-3130
大野原いきいきセンター（ぴよぴよクラブ）
柞田保育所　　☎25-5115
豊浜ふれあい会館（ふれあい広場）
ふたば保育園　☎25-5388
木之郷公民館(愛あいサークル）
愛和保育園　　☎57-1501
常磐公民館（わくわくクラブ）
中部保育園　　☎25-8359
ふたば保育園（ちびっこらんど）
　　　　　　　☎25-5388
高室保育園（いちごっこ）
　　　　　　　☎24-3130
柞田公民館（なかよし広場）
柞田保育所　　☎25-5115
愛和保育園（愛あいランド）
　　　　　　　☎57-1501
中部保育園（わくわくクラブ）
　　　　　　　☎25-8359
さみどり教室（ピコット）
くれよん保育園 ☎24-4455

場所（名称）／連絡先

土・日、祝日を除く毎日
午前8時30分～午後5時
土・日、祝日を除く毎日
午前8時30分～午後5時

4月8日(水)
午後1時30分～午後4時

４月21日(火)
午前９時30分～午前11時

社会福祉センター
家庭児童相談室
社会福祉センター
家庭児童相談室

社会福祉センター
家庭児童相談室

保健センター

月 火

9：00～
14：00

10：00～
15：00

9：00～
14：00

9：00～
14：00

9：00～
14：00

9：30～
14：30

水 木 金 土 日

10：00～15：00

9：00～14：00

9：00～14：00

9：00～14：00
月曜日赤ちゃんの日

9：00～14：00
金曜日赤ちゃんクラブ
9：00～14：00

木曜日赤ちゃんサロン

9：00～14：00
水曜日赤ちゃんサロン

詳しくは、市HP　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/
暮らし→子育て→地域子育て支援センター情報を見てください

乳幼児は受ける予防接種がたくさんあります。乳幼児は受ける予防接種がたくさんあります。乳幼児は受ける予防接種がたくさんあります。
受け忘れていないか確認してみましょう。受け忘れていないか確認してみましょう。

心愛（ここあ）カフェ（育児教室）心愛（ここあ）カフェ（育児教室）

日程は変更することがあります

毎年４月２日は国連の定めた
世界自閉症啓発デー

　平成19年12月18日に開催された国連総
会において、カタール王国王妃の提案で毎
年４月２日を啓発デーとすることが決議さ
れ、世界の人々に自閉症を理解してもらう
取り組みが行われています。

毎年４月２日～８日は
発達障害啓発週間

　日本では、自閉症をはじめとする発達障が
いを広く啓発するため、４月２日～８日を発
達障害啓発週間として、シンポジウムの開催
や各地のランドマークを「癒し」や「希望」
を表す青色にライトアップする「ブルーライ
トアップ」が行われています。

社会福祉課障がい者福祉係　☎２３-３９６３

　自閉症をはじめとする発達障がいについて知ることや、理解をすることが、発達障がい
のある人だけでなく、誰もが幸せに暮らすことができる社会の実現につながります。

　自閉症は、「常に自分の殻に閉じこもっている状態」と考えられたり、「親の育て方が原因
ではないか」と思われたりしますが、これは正しくないといわれています。真面目に取り組
んでいても、次のことが苦手なので誤解されることがあります。
　自閉症の人たちの行動や態度、意味を理解していただき、愛情を持って支援をお願いします。

自閉症を知っていますか

☆どうすればよいのか、正しい方法をできるだけ具体的に伝えることを基本に、穏やかに根気よく
接して、よい関係を作るようにしてください。

☆その人が理解している言葉を知り、その言葉を使うことや写真や絵を添えて説明してください。
☆抽象的な表現を避けて、短い表現で話してください。
☆人混みや大きな音や光といった刺激による不快感を増幅させないように、安心できる環境を作
ってあげてください。

どんな接し方がいいの？

苦手なこと 行動や態度
●他人の気持ちや感情を理解すること
●言葉を適切に使うこと
●新しいことを学習すること
●一般的に「常識」と思われることを
身に着けること
●会話
●人混みや大きな音や光などの刺激

●とても純粋で、自分の感じたままに話
したり、行動したりする
●感覚が過敏であったり記憶力が抜群な
人もいます。
●「できない時」「間違っていた時」に叱
って教えようとすると、本人が混乱し
て余計に理解ができなくなります。

　障がい児（知的障がい、
発達障がい）のスポーツ教室
　 4月12日(日)午前９時～
　 野外活動
（詳しくは社会福祉課 ☎23-3963へ）

のびのびくらぶ
１　４月２日～８日の発達障害啓発週間に
　中央図書館に啓発ブースを設置します。
２　市では教育、福祉、医療、就労などの各機関が連携した観
音寺市発達障害等支援連携会議を設置しました。今後は連
携して発達障がい児・者の支援を行っていきます。
　　また、６月頃（予定）には子育て相談・交流等窓口情報を配
布（小学６年生までを対象）しますので活用してください。

　体調を整えて早めに受けましょう。
平成21年4月2日～平成22年4月1日
生まれの人には4月上旬に予診票等
書類を送付しています。
　4月1日～平成28年3月31日
　無料
　健康増進課母子保健係
　☎23-3964

麻しん風しん混合（MR）２期
予防接種のお知らせ

時
料
問

時

時
内

問
申

対
所

問
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　「ファミリー・サポート・センター」
は、地域の中で「子育ての援助をして
ほしい人」（おねがい会員）と「子育て
の援助をしたい人」（まかせて会員）が
会員になり、会員同士で子育てを助
け合う有償のボランティア組織で
す。会員になるには、ファミリー・
サポート・センターへの登録が必要
です。問い合わせてください。
　観音寺市ファミリー・サポート・センター
　（観音寺市社会福祉協議会内）
　 ☎25-7773

　本年度から、育児教室を奇数月に
開催します。子どもの発達や関わり方
について、臨床心理士・保健師・保育
士などからアドバイスを受けることが
できます。
　５月15日(金)
　午前10時～午前11時30分
　観音寺市保健センター
　６カ月から２歳までの子どもと
　保護者
　前日までに申し込んでください。
　健康増進課母子保健係
　☎23-3964

ファミリー・サポート・センター
会員募集！

講座・教室

相　談

地域子育て支援センター事業

心愛（ここあ）カフェ（育児教室）

予防接種を受けましょう

お知らせ

年齢別定期予防接種スケジュール
乳幼児は受ける予防接種がたくさんあります。
受け忘れていないか確認してみましょう。

Hib（ヒブ）初回３回、小児用肺炎球菌初回３回、
４種混合初回３回、BCG１回

Hib（ヒブ）追加１回、小児用肺炎球菌追加１回、水痘２回、
麻しん風しん混合（MR）１期１回、４種混合追加１回
日本脳炎初回２回
日本脳炎追加１回
麻しん風しん混合（MR）２期１回　 ※幼稚園・保育所年長児の１年間

０歳児

１歳児

３歳児
４歳児
５歳児※

標準的に受ける予防接種の種類と回数年 齢

４種混合ワクチンは平成24年11月から導入されています。

家庭児童相談・女性相談
☎２３-３９５７
母子・父子自立相談
☎２３－３９５７
児童相談(要予約)
☎２３－３９５７
県の専門相談員が対応
育児相談
☎２３－３９６４

高室公民館 （あぶあぶひろば） 
高室保育園　　☎24-3130
大野原いきいきセンター（ぴよぴよクラブ）
柞田保育所　　☎25-5115
豊浜ふれあい会館（ふれあい広場）
ふたば保育園　☎25-5388
木之郷公民館(愛あいサークル）
愛和保育園　　☎57-1501
常磐公民館（わくわくクラブ）
中部保育園　　☎25-8359
ふたば保育園（ちびっこらんど）
　　　　　　　☎25-5388
高室保育園（いちごっこ）
　　　　　　　☎24-3130
柞田公民館（なかよし広場）
柞田保育所　　☎25-5115
愛和保育園（愛あいランド）
　　　　　　　☎57-1501
中部保育園（わくわくクラブ）
　　　　　　　☎25-8359
さみどり教室（ピコット）
くれよん保育園 ☎24-4455

場所（名称）／連絡先

土・日、祝日を除く毎日
午前8時30分～午後5時
土・日、祝日を除く毎日
午前8時30分～午後5時

4月8日(水)
午後1時30分～午後4時

４月21日(火)
午前９時30分～午前11時

社会福祉センター
家庭児童相談室
社会福祉センター
家庭児童相談室

社会福祉センター
家庭児童相談室

保健センター

月 火

9：00～
14：00

10：00～
15：00

9：00～
14：00

9：00～
14：00

9：00～
14：00

9：30～
14：30

水 木 金 土 日

10：00～15：00

9：00～14：00

9：00～14：00

9：00～14：00
月曜日赤ちゃんの日

9：00～14：00
金曜日赤ちゃんクラブ
9：00～14：00

木曜日赤ちゃんサロン

9：00～14：00
水曜日赤ちゃんサロン

詳しくは、市HP　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/
暮らし→子育て→地域子育て支援センター情報を見てください

日程は変更することがあります

毎年４月２日は国連の定めた
世界自閉症啓発デー

　平成19年12月18日に開催された国連総
会において、カタール王国王妃の提案で毎
年４月２日を啓発デーとすることが決議さ
れ、世界の人々に自閉症を理解してもらう
取り組みが行われています。

毎年４月２日～８日は
発達障害啓発週間

　日本では、自閉症をはじめとする発達障が
いを広く啓発するため、４月２日～８日を発
達障害啓発週間として、シンポジウムの開催
や各地のランドマークを「癒し」や「希望」
を表す青色にライトアップする「ブルーライ
トアップ」が行われています。

社会福祉課障がい者福祉係　☎２３-３９６３

　自閉症をはじめとする発達障がいについて知ることや、理解をすることが、発達障がい
のある人だけでなく、誰もが幸せに暮らすことができる社会の実現につながります。

　自閉症は、「常に自分の殻に閉じこもっている状態」と考えられたり、「親の育て方が原因
ではないか」と思われたりしますが、これは正しくないといわれています。真面目に取り組
んでいても、次のことが苦手なので誤解されることがあります。
　自閉症の人たちの行動や態度、意味を理解していただき、愛情を持って支援をお願いします。

自閉症を知っていますか

☆どうすればよいのか、正しい方法をできるだけ具体的に伝えることを基本に、穏やかに根気よく
接して、よい関係を作るようにしてください。

☆その人が理解している言葉を知り、その言葉を使うことや写真や絵を添えて説明してください。
☆抽象的な表現を避けて、短い表現で話してください。
☆人混みや大きな音や光といった刺激による不快感を増幅させないように、安心できる環境を作
ってあげてください。

どんな接し方がいいの？

苦手なこと 行動や態度
●他人の気持ちや感情を理解すること
●言葉を適切に使うこと
●新しいことを学習すること
●一般的に「常識」と思われることを
身に着けること
●会話
●人混みや大きな音や光などの刺激

●とても純粋で、自分の感じたままに話
したり、行動したりする
●感覚が過敏であったり記憶力が抜群な
人もいます。
●「できない時」「間違っていた時」に叱
って教えようとすると、本人が混乱し
て余計に理解ができなくなります。

　障がい児（知的障がい、
発達障がい）のスポーツ教室
　 4月12日(日)午前９時～
　 野外活動
（詳しくは社会福祉課 ☎23-3963へ）

のびのびくらぶ
１　４月２日～８日の発達障害啓発週間に
　中央図書館に啓発ブースを設置します。
２　市では教育、福祉、医療、就労などの各機関が連携した観
音寺市発達障害等支援連携会議を設置しました。今後は連
携して発達障がい児・者の支援を行っていきます。
　　また、６月頃（予定）には子育て相談・交流等窓口情報を配
布（小学６年生までを対象）しますので活用してください。

毎年４月２日は国連の定めた

　体調を整えて早めに受けましょう。
平成21年4月2日～平成22年4月1日
生まれの人には4月上旬に予診票等
書類を送付しています。
　4月1日～平成28年3月31日
　無料
　健康増進課母子保健係
　☎23-3964

麻しん風しん混合（MR）２期
予防接種のお知らせ

時
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中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

今月のおすすめ本

休館日（月曜）　　６・13・20・27日

★おはなし会 11日（土）　　10：30〜11：30

大野原図書館

★おはなし会

★つぼみ愛書会
　「春宵十話」　岡 潔  著 （光文社）
★英語のおはなし会
★キッズ図書館員になろう！

４日（土）　13：30〜14：10
25日（土）　10：30〜11：10
17日（金）　13：30〜

21日（火）　11：00〜11：30
26日（日）　10：00〜

中央図書館

豊浜図書館

★工作教室
　ペン立てをつくろう！
★おはなし会
　大型絵本「もぐらバス」ほか

４日（土）　13：30〜14：30

25日（土）　10：30〜11：00

「昭和が恋した女優たち」
別冊太陽　日本のこころ

平凡社／出版

「漂流郵便局」
久保田沙耶／著・小学館／発行

生誕100年の写真家・早田雄二の
世界。昭和のスター116人の秘蔵
写真を収録

届け先の分からない手紙を受け付
ける旧粟島郵便局。そこに寄せら
れた、心をゆさぶる69通の手紙

　４月23日～５月12日は子ども読
書週間です。図書館の受付カウン
ターの仕事体験や普段入ることが
できない書庫などの見学をしてみ
ませんか。スタンプラリーやクイ
ズもあります！

と　き：４月26日（日）
　　　　10：00～（約２時間）
ところ：中央図書館
対象者：市内の小学生
人　数：30人（先着順）
　　　　電話での申し込みが必要
申し込み・問い合わせ先
　中央図書館　☎２３－３９６０

キッズ図書館員になろう！

満１歳の子どもを募集

平成２６年４月生まれ

　４月１日から、７月生まれの子どもを

募集します。応募多数の場合は先着順に

なります。

　　　問い合わせ先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

大 山 桃
もも

佳
か

ちゃん

父 倫章さん　　母 夕佳さん

堀 川 実
み

桜
お

ちゃん

父 肇充さん　　母 友香梨さん

吉 田 悠
ゆう

真
ま

ちゃん

父 早希さん　　  母 友里さん
（観音寺町）

河 村 拓
たく

実
み

ちゃん

父 康隆さん　　母 絵美さん
（古川町）

小 田 壱
いち

護
ご

ちゃん

父 善友さん　　母 比加里さん
（大野原町大野原）

 
 

高 橋 歩
あゆ

睦
む

ちゃん

父 卓也さん　　母 裕美さん
（観音寺町）

（流岡町） （池之尻町）
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　８日（水）・２２日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１５日（水）午前１０時～午

後３時　中央図書館会議室　日本年金機構善通寺年金

事務所の相談員　事前に問い合わせ　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　観音寺　１

日（水）午前１０時～午後３時　本庁１階ロビー相談室／

　大野原　２３日（木）午前１０時～午後３時　大野原支所１階

会議室／伊吹　９日（木）午後１時～午後４時　伊吹支所

　　街角の年金相談センター高松の相談員（公的年金全

般相談可）　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１０日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　９日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１４日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　２日（木）・１６日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　相談員が電話で受付後、大野原いきいき

センターなどでの相談／豊浜☎５２−１２００相談員が電話

で受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１２日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１４日（火）・２８日（火）

午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ７日（火）・２１日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ２日（木）・１６日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ７日（火） 

・２１日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　 １日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議

室／　２１日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日、祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

　　　　 mazu1po@city.kanonji.lg.jp
行政相談　☎２３−３９１５　　１７日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日、祝を除く毎日

午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分

　　高松家庭裁判所観音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約
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　林
野
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
入
山
す
る
人
が
、
最

低
限
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
絶
対
に
し
な
い
、
た
き
火

の
後
は
消
火
を
確
認
す
る
な
ど
、

林
野
で
の
火
気
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災

４
５
９
件

3
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

2
28

救
急

　林
野
火
災
は
、
毎
年
春
先
を

中
心
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
降
雨
量
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時

期
に
、
強
風
が
吹
く
中
で
火
入

れ
が
行
わ
れ
た
り
、
山
菜
採
り

や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
楽
し
む
入
山
者
が
増
加
し

た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　林
野
火
災
は
、
消
防
水
利
の

不
足
や
道
路
状
況
が
良
く
な
い

な
ど
の
地
理
的
・
地
形
的
条
件

か
ら
、
消
火
活
動
が
非
常
に
困

難
で
す
。
ま
た
、
乾
燥
や
強
風

な
ど
の
気
象
条
件
も
加
わ
る
と
、

焼
損
面
積
が
広
範
囲
に
及
ぶ
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　一
度
焼
失
し
た
森
林
は
、
再

生
す
る
ま
で
に
長
い
年
月
を
要

し
ま
す
。
保
水
力
が
低
下
し
、

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
伴
う

土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
を

誘
発
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

林
野
火
災
の
防
止

２月１日～２８日（敬称略）

本 大 町

茂 西 町

豊浜町姫浜

新 田 町

池 之 尻 町

豊浜町姫浜

豊浜町和田

豊浜町和田

豊浜町箕浦

豊浜町箕浦

岩本　博章 ＝

近藤　一弘 ＝

合田　眞己 ＝

宮武　　功 ＝

近藤　　徹 ＝

田中　茂子 ＝

篠原　将季 ＝

田中　　寛 ＝

横内　憲三 ＝

多田英治郎 ＝
注

香典返し

持

講
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あぶあぶひろば

わくわくクラブ

3歳児健診

業天医院

藤田神経外科医院

三豊総合病院（歯科）

ヤマニ薬局

ケイ・アイ薬局

国土外科医院

石井医院

野口歯科医院

姫浜調剤薬局

かもだ内科クリニック

森川整形外科病院

コスモ調剤薬局観音寺店

姫浜調剤薬局

おざきこどもクリニック

そがわ医院

向井歯科医院

サンシャインスター薬局

ひまわり調剤薬局三豊

もりの木おおにしクリニック

西香川病院

とよしま歯科医院

快生堂豊浜調剤薬局

豊浜町  ☎52－3636

高瀬町  ☎72－1135

豊浜町  ☎52－3366

昭和町  ☎23－0502

豊浜町  ☎52－1818

古川町  ☎25－0290

高瀬町  ☎73－6100

柞田町  ☎25－3900

豊浜町  ☎52－1733

坂本町  ☎23－4976

高瀬町  ☎72－5661

坂本町  ☎24－8191

豊浜町  ☎52－1733

柞田町  ☎24－6789

豊中町  ☎62－2357

財田町  ☎67－2416

柞田町  ☎57－5315

豊浜町  ☎52－5100

茂西町  ☎25－3291

高瀬町  ☎72－5121

植田町  ☎24－5775

豊浜町  ☎56－3260

ゆう酸素リフレッシュ体操

ふれあい広場

3カ月児健診

筋力つけんな〜教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

30

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,475 
30,032 

24,334 
32,443 

３月１日現在
 外国人を含む

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

１０カ月児相談

13:15 ～ 13:45

医

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

木

木

木

木

保

保

保

いき

ふれ

ふれ

豊福

ふれ

大集

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

育児相談

ぴよぴよクラブ

さわやか栄養教室

のびのび教室
（ストレッチ運動）

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:00

いき

旧競

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

社ふ

社ふ 豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康相談

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

1歳6カ月児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

こころの健康相談

のびのび教室

もぐもぐレッスン
　　☎23－3964
健康栄養相談
　　☎23－3964
こころの健康相談
　　☎23－3963
ひまわりの会
　　☎23－3963

連絡先

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 14:30

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市H25年 9 月生まれ）

（旧観音寺市H23年 9 月生まれ）

ふれあい広場

筋力つけんな〜教室

健康栄養相談

ふれあい広場

のびのび教室

ふれあい広場

いき

いき

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

はつらつ会

１０カ月児相談

愛あいサークル

もぐもぐレッスン

はつらつ会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

要予約

要予約

要予約

要予約

いき

いき

いき

はつらつ会

のびのび教室
（音楽に合わせた運動）

愛あいサークル

はつらつ会

愛あいサークル

はつらつ会

3歳児健診

愛あいサークル

健康栄養相談

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:00 ～ 16:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

☎　２３−３９６４
☎　２３−３９６２
☎　２５−７７９１
☎　２３−３９６３

健 康 増 進 課 保 健 係
子 育 て 支 援 課
地域包括支援センター
社 会 福 祉 課

高
常
木
伊

大集

旧常

旧競

旧常

大野原中央集会場
旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
社会福祉センター
ふれあい相談室

高

高

高

常

常

伊

高

常

（H26 年10月生まれ）

（大野原町・豊浜町Ｈ23 年
  9 月・10月 生 ま れ ）

（大野原町・豊浜町Ｈ26 年
  ６月・７月生まれ）

共福

４

（旧観音寺市 H27 年 1月生まれ）

４月の納税

固定資産税・都市計画税（１期・全期）

納期限　４月30日（木）
納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

（旧観音寺市H26年 6 月生まれ）

しつこい勧誘電話の対処法
　「必ずもうかる」「お得です」など勧誘電話の対応に困ったこと

はありませんか。長く話を聞くと断りにくくなります。電話の目

的を確認し、必要のない勧誘には「要りません」「興味がありませ

ん」「断ります」とはっきりと拒否し、すぐに電話を切ります。「い

いです」「結構です」は承諾したと受け取られるので、使わない

ようにしましょう。

　また、普段から留守番電話設定にしておき、必要な要件の電話

にだけ出る方法や、相手の電話番号が表示される電話機なら、非

通知や見知らぬ番号には出ないのも対処法の１つです。

　これらは、振り込め詐欺の被害防止対策にもなります。家族で

話し合っておきましょう。

　問い合わせ先　西讃県民センター　☎２５−５１３５

　　　　　　　　商工観光課　　　　☎２３−３９３３


